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TL-933
取扱説明書
お買い上げいただきましてありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。
本機は日本国内専用のモデルですので、国外で使用することはできません。

本機を使用するには、総務省のアマチュア無線局の免許が必要です。
また、アマチュア無線以外の通信には使用できません。
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はじめに

こ たび 、TL-933 をお買い上 いた きまし 、誠にあり う いました  

TL-933 、最新 バイス 回路技術を駆使し 設計した POWER MOSFET リ アアンプ す  

快適 イ ワー運用 忠実 ートナー し 、 永く 愛用く さい

お願い

本製品 内部に 高い電圧 かかっ います 操作に誤り あ 、本製品 性能 十分に発揮 き

い かり く、思わ 大き 事故や故障 原因 ります 正しく操作いた くため、TL-933 をお使

いに 前に、本取扱説明書 最後ま お く さ ようお願い致します

取扱説明書 必要 時にいつ も 覧いた け よう、大切に保管し く さい

お、誤った操作方法・運用・改造により故障 生 た場合に 、保証期間内 あっ も修理 有償

ります 注意く さい。

なお性能向上のため、本取扱説明書の記載内容は予告なく変更することがあります。
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＜安全上のご注意＞

製品を安全に 使用いた くため、こ 安全上 注意 を 使用 前によくお く さい お

に った後 、必要 きに 覧に よう大切に保管し く さい

表示について

こ 取扱説明書および製品へ 表示 、製品を安全に正しくお使いいた き、あ たや他 人々へ 危

害や 産へ 損害を未然に防止す ために、い い 絵表示をし います そ 表示 意味 次 よう

に っ います

内容をよく理解してから本文をお ください。

危険 
この表示を無視して 誤った取扱いをすると 人が死亡または重傷を負

う危険が差し迫って生じることが想定さ る内容を示しています。 

警告 
この表示を無視して 誤った取扱いをすると 人が死亡または重傷を負

う可能性が想定さ る内容を示しています。 

注意 
この表示を無視して 誤った取扱いをすると 人が傷害を負う可能性が

想定さ る内容および物的損害の の発生が想定さ る内容を示してい

ます。

表示の例

△記号は注意 危険 警告を含 を促す内容があることを告 るものです。

図の中や近くにある や文章は具体的な注意内容 図の場合は感電注意 を示

しています。

 記号は禁止の行 であることを告 るものです。

図の中や近くにある や文章は具体的な禁止内容 図の場合は分解禁止 を示

しています。

●記号は行 を強制したり指示する内容を告 るものです。

図の中や近くにある や文章は具体的な指示内容 図の場合は電源プラグをコ

ンセントから抜いてください を示しています。

お客様また 第 者 、こ 製品 誤使用、使用中に生 た故障・そ 他 不具合およびこ 製品 使用

によっ 受けら た損害につきまし 、法令上 賠償責任 認めら 場合を除き、当社 一切そ 責

任を負いませ 、あらか め 了承く さい
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＜安全上のご注意＞ 

 危 険 
■リ アアンプの取り扱いについて 

 

 

 

●リ アアンプの電源プラグを AC コンセントに差し込 だ状態で 内部には絶対に手を

触 ないでください。 

高圧の高周波および直流電圧により死亡 感電 けが 故障 火災の原因となります。

この製品は 完全に調整さ ています。お客様による再調整の必要はありませ 。また

お客様による修理は危険ですから 絶対におやめください。もし不具合の場合は お買

い上 の販売店または当社サービスセンターにご連絡ください。 

 

 

 警 告 
■使用環境 条件 

 

 

 

●アマチュア局は リ アアンプ使用の有無にかかわら 自局の発射する電波がテレビや

ラ オやステレオ等の受信や再生に障害を与えたり 障害を受けているとの連絡を受け

た場合には 電波法 運用規則 258 条 に従って直 に電波の発射を中止し 障害の

程度 有無を確認してください。 

 

 

 

 

●電子機器 特に医療機器 の近くでは使用しないでください。電波障害により機器の故

障 誤動作の原因となります。 

 

 

 

 

●空港敷地内 中 局周辺では絶対に使用しないでください 電源も入 ないでくださ

い。。 

運行の安全や無線局の運用 放送の受信に支障をきたす原因となります。 
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警 告 
■使用環境 条件

●本機を使用できるのは 日本国内の です。外国では使用できませ 。

■設置さ るとき

●電源コー を接続する前に 必 取扱説明書をお になり 電源電圧を確認してくだ

さい。

●電源コー を傷つけたり 破損したりしないでください。

また 重いものをのせたり 加熱したり っ ったり 無理に曲 たり じったり

すると コー が破損し 火災 感電 故障の原因となります。 

● た手で電源プラグに触 ないでください。感電の原因となります。

●電源プラグをコンセントから引き抜いてす にプラグの金属部分に絶対に触 ないでく

ださい。感電する恐 があります。
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 警 告 
■リ アアンプの取り扱いについて 

 

 

 

●長時間の連続送信はしないでください。 

発熱のため本体の温度が上昇し やけ の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品は布や布団で覆ったりしないでください。 

熱がこもり 火災の原因となります。直射日光を避け 風通しの良い状態でご使用くだ

さい。 

 

 

 

 

●この製品に水をかけたり 水が入ったりしないよう また らさないようにご注意くだ

さい。 

火災 感電 故障の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品を水な で やすい場所 風呂場な では使用しないでください。 

火災 感電 故障の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品の近くに小さな金属物や水な の入った容器を置かないでください。中に入っ

た場合 火災 感電 故障の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品は調整済です。分解 改造して使用しないでください。 

火災 感電 故障の原因となります。 
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 警 告 
■異常時の処置について 

 

 

 

●万一 異常な音がしたり 煙が出たり 変な臭いがするな の異常な状態になった場合

は す に電源スイッチを切り 電源プラグを AC コンセントから抜いてください。そ

して煙が出なくなるのを確認してからお買い上 の販売店または当社サービスセンター

にご連絡ください。お客様による修理は 危険ですから絶対におやめください。 

そのまま使用すると 火災 感電 故障の原因となります。 

 

 

 

 

●万一 内部に水や異物が入った場合や 落としたり ケースを破損した場合は す に

電源スイッチを切り 電源プラグを AC コンセントから抜いて お買い上 の販売店ま

たは当社サービスセンターにご連絡ください。 

そのまま使用すると 火災 感電 故障の原因となります。 

 

 

 

 

●雷が鳴り出したら 安全のため早めに電源スイッチを切り 電源プラグを AC コンセン

トから抜いて ご使用をお控えください。またアンテナには触 ないでください。 

雷によっては 火災 感電 故障の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品を持 運ぶときは 落としたり 衝撃を与えないようにしてください。けが

故障の原因となります。万一 この製品を落としたり ケースを破損した場合は す

に電源スイッチを切り 電源コー を AC コンセントから抜いて お買い上 の販売店

または当社サービスセンターにご連絡ください。 

そのまま使用すると 火災 感電 故障の原因となります。 

 

 

 

 

●電源コー が傷 だら し 線の露出 断線な お買い上 の販売店または当社サー

ビスセンターにご連絡ください。 

そのまま使用すると 火災 感電 故障の原因となります。 
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 警 告 
■保守 点検 

 

 

 

●この製品のケースは ディップスイッチを設定する場合以外には 開けないでください。 

けが 感電 故障の原因となります。内部の点検 修理は お買い上 の販売店または

当社サービスセンターにご依頼ください。 
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＜安全上のご注意＞ 

  注 意 
■設置さ るとき 

 

 

 

●この製品の電源コー を熱器具に近 けないでください。 

コー の被 くが溶けて火災 感電 故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

●テレビやラ オの近くには設置しないでください。 

電波障害を与えたり 受けたりする原因となることがあります。 

 

 

 

 

●RTTY 装置やパソコンの近くには設置しないでください。 

イズを受信する原因となることがあります。 

 

 

 

 

●直射日光が当たる場所な 異常に温度が高くなる場所には設置しないでください。 

内部の温度が上がり ケースや部品が変形 変色したり 火災の原因となることがあり

ます。 

 

 

 

 

●湿気の多い場所 ほこりの多い場所 風通しの悪い場所には設置しないでください。 

火災 感電 故障の原因となることがあります。 
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  注 意 
■設置さ るとき 

 

 

 

● らついた の上や傾いた所 振動の多い場所には設置しないでください。しっかりと

した水平な または机に設置してください。 

落 たり 倒 たりしてけがの原因となることがあります。 

 

 

 

 

●調理 や加湿器のそ な 油煙や湯気が当たるような場所には設置しないでください。 

火災 感電 故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

●この製品の電源プラグを AC コンセントから抜くときは コー を引っ張らないでくだ

さい。 

火災 感電 故障の原因となることがあります。必 電源プラグを持って抜いてくださ

い。 

 

 

 

 

●壁や物に密着させないでください。 

TL-933 は 空冷ファンによる強制クーリングシステムを採用しています。このため十分

な冷却効果を得ら るよう 本機の操作面および背面に十分なスペースを取って設置し

てください。 

 

 

 

 

●この製品を移動させる場合は 必 電源コー やケーブル等をとりは してから行って

ください。 

電源コー やケーブルが傷つき 火災 感電 故障の原因となることがあります。 

 

■アンテナを設置さ るとき 

 

 

 

●アンテナコネクターには 50Ω系の同軸ケーブルを使用して 50Ωのアンテナを接続して

ください。また同軸ケーブルやアンテナのインピーダンスマッチングをとり SWR=1.5

以下でご使用ください。 

送信出力の低下や電波障害の原因となることがあります。 
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注 意 
■アンテナを設置さ るとき

●容易に人体な に触 ることができないように設置してください。

アンテナ線は非常に高い電圧 数 kV になることがあるため けが 感電 故障の原因

となることがあります。

●通常 人が出入りできるような場所 屋上やベランダな にアンテナやアンテナチュ 

ーナーを設置する場合は その高さが人の歩行 その他起居する平面から 2.5m 以上離し

て設置してください 電波法施行規則第 22 条 第 25 条参照 。

けが 感電 故障の原因となることがあります。 

●テレビやラ オの近くには設置しないでください。

電波障害を与えたり 受けたりする原因となることがあります。

●火災 感電 故障 けがに対する保護のため避雷器をご使用ください。

●良好なアースをとってください。

感電やテレビ ラ オな への電波障害の原因となることがあります。

●アースをとるときには ガス管 配電用のコン ットパイプ プラスチック製水道管な

に 絶対に接続しないでください。また 空調機や給水 ンプな 他の機器のアー

スと共用しないでください。

他の機器が誤動作する原因となることがあります。
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  注 意 
■リ アアンプの取り扱いについて 

 

 

 

●アンテナを接続しない状態で 送信しないでください。 

火災 故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

●ハンディートランシーバをこの製品に近 けないでください。 

ハンディートランシーバから雑音が聞こえる原因となることがあります。その場合は

ハンディートランシーバをこの製品から離してください。 

 

 

 

 

●旅行な で長期間この製品をご使用にならないときは 安全のため必 電源スイッチを

切り電源プラグを AC コンセントから抜いてください。 

 

 

 

 

●リ アアンプとアンテナ トランシーバとの接続は確実に行ってください。 

火災 感電 故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

●リ アアンプを使用さ るときのアンテナは 許容入力電力がリ アアンプの最大出力

以上のアンテナをご使用ください。 

ビームアンテナ等で トラップやコイルが挿入さ ているアンテナの場合 入力電力が

アンテナの規格を越えると そ らのコイルが焼損する原因となることがあります。 

 

 

 

 

●リ アアンプを使用さ るときのアンテナは SWR の低い 1.5 以下 アンテナをご使

用ください。 

火災 感電 故障の原因となることがあります。 

 

 



TL-933 

XII 

  注 意 
■リ アアンプの取り扱いについて 

 

 

 

●良好なアースをとってください。 

感電やテレビ ラ オな への電波障害の原因となることがあります。 

 

■保守 点検 

 

 

 

●お手入 の は 安全のため必 電源スイッチを切り電源プラグを AC コンセントから

抜いてください。 

 

 

 

 

●水滴が付いたら 乾いた布で きとってください。汚 の いときは 水で薄めた中

性洗剤をご使用ください。シンナーやベン ンは使用しないでください。 

 

 

 

 

●エアフィルタを定期的に清掃してください。 

操作パネル面のエアフィルタに埃がたまると 冷却が十分に行わ なくなり リ アア

ンプの性能を十分に発揮できなくなる かりでなく 動作不良の原因にもなります。エ

アフィルタに埃がたまる前に こまめに清掃をしてください。 

清掃のしかたについては 7.2 エアフィルタの清掃 をご覧ください。 
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1. 特 長 

RF パワーMOSFET を 16 本搭載 

ワーアンプ ットに 、高耐圧 RF POWER MOSFET 2SK410 を 4 本使用した広帯域アンプを 4

回路実装し います こ 広帯域アンプ 出力を電力合成し 出力を得 い ため、出力余裕 十分にあ

ります こ ため、フル ワー・フル ューテ ー時におい も質 高い出力 得ら ます  

 

SEPP 方式の低歪パワーアンプ 

ワーアンプ 出力回路に 従来 トランス結合方式によ プッシュプル回路 欠点を打破した Single 

Ended Push-Pull (SEPP)回路を採用し います こ によっ 、従来 方式 得ら かった、優 た IMD

特性を得 います  

 

フルオートマチックアンテナチューナー 

CPU 制御により整合回路 素子定数をバイナリ－に可変す 瞬時切替形 フルオートマチックアンテナ

チューナーを搭載し います ロー スフ ルタ型回路を採用し おり、HF バンドから 6m バンドま を

完全に バーし います また、大容量 メモリに各アンテナ 整合 ータを自動記憶し、瞬時に各ア

ンテナ 整合を再現します マルチバンド コンテスト運用も快適 す 使用す トランシーバによ

りチューン動作 異 ります 注意し く さい  

 

オートマチックアンテナスイッチ 

選択さ たバンド 連動し 自動的にアンテナを選択す オートマチックアンテナスイッチ機能を採用

TL-933 5 本 アンテナ ２台 トランシーバを同時接続す こ きますから、常に最良 条件

運用す こ きます  

 

PFC 搭載の高効率スイッチング電源 

AC 電源ラインを流 入力電流波形を補正し 力率をアップさせ Power Factor Corrector 回路 PFC

採用により、従来 50～60%しか得ら かった力率を 100%ま 引き上 います こ ため、AC

ラインを流 電流 ピーク値 従来機器 比べ 約半分に抑えら ます さらに、最新 半 体 バイ

スによ 高効率スイッチン ュ ータによっ 、瞬間最大出力 3.2kW を引き出します AC200V 供給

時  

 

ケンウッ 製トランシーバとのインタフ ース機能 

周波数トラッキン 、オートチューン、チューン ワー設定、電源 連動 きます た し、 使用

トランシーバにより連動す 機能 異 ります 詳しく 10 ページを参照し く さい  
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低騒音設計 

ワーアンプ スイッチン 電源 、熱に強い半 体 バイスにより、余裕をもっ 設計さ います

高い動作効率により発熱 小さく抑えら い こ 相まっ 、クーリン フ ンを頻繁に高回転 動

作させ 必要 ありませ TL-933 、ヒートシンク 温度をアナロ 的に検出し、温度によりクーリ

ン フ ンを停止・低速回転・高速回転させ います SSB や CW 通常 運用 、フ ン す

に回転を め こ く、回転時 も主に低速回転 、また回転時間も短い 、フ ン回転によ

騒音 低く抑えら います 一方、RTTY や SSTV いった ビー ューテ 運用環境下 、クー

リン フ ン 高速回転す こ 十分 放熱能力を発揮します さらに、 ークイン回路 リ ーを

シールドケース 包 こ 、気に リ ー動作音を大きく低減し います  

 

豊富なプロテクション回路 

オーバードライ や RF 出力負荷異常 、内的・外的に発生す スト スや過負荷状態から回路を保護

す ため、多く プロテクション回路 運用状態を監視し います た え 、定格を大きく越え ワ

ーを出力しよう した場合に 、本体内 APC オートマチック ワーコントロール 回路 動作し 、

ワーアンプ 出力を低減させ います  

 

その他の機能特徴 

 縦置き・横置き 可能 セッテ ン 自在 操作 ネル 

 操作 ネルを本体 分離させ セ ート構成 設置 可能 

 フル ークイン方式 採用 

 動作状況 一目 確認 き インジケータを採用 

 広範囲 AC 入力電源電圧に対応 100V ～ 240V  

 トランシーバ 電源 ON/OFF 動作 連動したオート ワーON/OFF 機能 

 頑丈 構造 あり ら イ ワーを感 させ い イン 

 1 台 3 役 アンテナスイッチ、アンテナチューナー、リ アアンプ  
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2. 開梱から接続まで 

ここ 、TL-933 開梱から運用 準備ま につい 説明します  

 

2.1 付属品 

以下 付属品を 確認く さい  

No. 名  称 数 量 

1 取扱説明書 1 

2 保証書 1 

3 アンケート キ 1 

4 操作 ネル用目隠し板 取付 4 本を含  1 

5 操作 ネル取付台 取付 4 本、六角ナット 4 本を含  1 

6 操作 ネル－本体間接続用ケー ル 2m  1 

7 コントロールケー ル 3m  1 

8 本体用予備ヒュー 25A  2 

9 PA 用予備ヒュー 10A  2 

10 キャップ 大 背面 ネル INPUT A  INPUT B 用  1 

11 キャップ 小 背面 ネル CONTROLLER 用  1 

12 トランシーバ接続コネクタ用プラ  2 

13 トランシーバ接続コネクタ用プラ バー 2 
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2.2 設 置 

ＴＬ－ 、シャック スペースに合わせ、縦置き、横置き、セ ート 通り セッテ ン

可能 す  

 

2.2.1  縦置きでお使いの場合 

お買い上 時 、縦置き っ います 、そ まま設置し く さい  

お、背面にセ ート 使う場合に使用す コネクタ CONTROLLER あります

こ コネクタに付属品 キャップ 小 をかぶせ く さい  

 

2.2.2  横置きでお使いの場合 

操作 ネルを右図 ように横にす 必要 あります  

(1) 操作 ネル ４つ を外します  

(2) 操作 ネルを静かに取り出します  

(3) 操作 ネルを 度回転させます  

(4) 操作 ネル ４つ を締めます  

(5) 縦置き時 底面側 4 つ 足 、右側面 4 つ を交換し 使

用く さい  

お、背面にセ ート 使う場合に使用す コネクタ CONTROLLER あります こ コネクタに

付属品 キャップ 小 をかぶせ く さい  
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2.2.3  セパレートでお使いの場合 

 操作 ネルを取り出し、代わりに操作 ネル用目隠し板を取り付け 必要 ありま

す  

 本体 操作 ネル をケー ル 接続します 取り出した操作 ネルに台を付け

必要 あります  

 必要 部品 、付属品 し 添付さ います 次 手順 作業を行っ く さい  

(1) 操作 ネル ４つ を外します  

(2) 操作 ネルを静かに取り出します  

(3) 操作 ネルに付い い コネクタ両側 を外し から、コネクタを抜い く さい こ 時操

作 ネルを手前に傾け、本体内部に を落 さ いように充分注意し く さい こ イ

ンチピッチに っ います 、紛失し いよう大切に保管し く さい  

(4) 本体側 コネクタ 、図 1 ように本体内部に固定します  

(5) 操作 ネル用目隠し板を ４個 固定します 

(6) 取り出した操作 ネルに操作 ネル取付台を取り付けます 取付 、ヒンジを開いた状態 行いま

す 図 2、図 3  

(7) 付属 六角ナットを操作 ネル に取り付けます  

(8) 付属 ケー ルに 操作 ネル背面 コネクタ 本体背面 ネル CONTROLLER コネクタ 3.2

項参照 を接続します  

(9) セ ート お使い 場合 付属 キャップ 小 使用しませ  

(10) 操作 ネルを使用し易い角度に調整し 、 使用下さい  

 

 

 

 

 

 

 

    図 1     図 2    図 3 
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2.3 設置場所について  

TL-933 、風通し 良いしっかりした台 上に設置し く さい 設置にあたっ 次 注意点をお守り

く さ ようお願いします  

 

注意 
 

 ●テレビやラ オの近くには設置しないでください。 

電波障害を与えたり 受けたりする原因となることがあります。 
 

 ●RTTY 装置やパソコンの近くには設置しないでください。 

イズを受信する原因となることがあります。 
 

 ●直射日光が当たる場所な 異常に温度が高くなる場所には設置しないでください。 

内部の温度が上がり ケースや部品が変形 変色したり 火災の原因となることがありま

す。 
 

 ●湿気の多い場所 ほこりの多い場所 風通しの悪い場所には設置しないでください。 

火災 感電 故障の原因となることがあります。 
 

 ● らついた の上や傾いた所 振動の多い場所には設置しないでください。しっかりとし

た水平な または机に設置してください。 

落 たり 倒 たりしてけがの原因となることがあります。 
 

 ●調理 や加湿器のそ な 油煙や湯気が当たるような場所には設置しないでください。 

火災 感電 故障の原因となることがあります。 
 

 

お、室温 30℃を超え 場所や吸排気 十分に行わ い場所 お使い 場合、連続キャリア送信

時に過熱アラー 発生す こ あります 、故障 ありませ  

 



TL-933 

2.3 設置場所について  7 

注意 
 

 ●壁や物に密着させないでください。 

TL-933 は空冷ファンによる強制クーリングシステムを採用しています。このため十分な冷

却効果を得ら るよう 本機の操作面および背面に十分なスペースを取って設置してくだ

さい。 
 

 

15cm 以上後

50cm 以上前吸気

TL-933

上面から見た図  
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2.4 電源について 

(1) 電源電圧と出力の関係について 

TL-933 を AC100V 電源電圧 使用 場合 、全 周波数 出力電力 500W に設定さ ます

AC200V 電源電圧 使用 場合 、 ップスイッチ 設定 5.5 項参照 により、出力電力

500W 又 1000W に設定さ ます  

お買い上 時 、HF 帯 1000W、50MHz 帯 500W に設定さ います  

(2) AC200V の敷設について 

AC200V ライン 敷設につい 、最寄り 電力会社また 代理店に 相談く さい  

(3) 電源プラグについて 

TL-933 電源ケー ルに 、AC100V 標準プラ 取り付けら います AC200V 電源電圧

使用 場合 、TL-933 電源ケー ル 電源プラ をコンセント形状 合ったも に交換し 使

用く さい お客様 電源プラ 交換を誤った場合 故障につきまし 、当社 一切そ 責任を

負いませ 、あらか め 了承く さい  

(4) 電源電圧の切替 

TL-933 、AC100～240V 電圧を内部 自動的に切り替え います 電源電圧切替 ため ジャン

ーや設定 ありませ 、電源電圧切替 、次 手順 行っ く さい  

a) TL-933 PA をオフにした状態 1 分間以上放置します  

b) AC プラ をコンセントから外し、プラ を交換します  

c) AC プラ を新しい電圧 コンセントに差し込 ます  

(5) 電流容量 

TL-933 電源ラインに 、AC100V 電源により 500W を出力し い 時 約 15A 電流 流 ます

また、AC200V 電源により 1000W を出力し い 時 約 13A 電流 流 ます TL-933 同時に使

用し い 他 設備 トランシーバ や家庭用電化製品 消費電流も計算に入 、十分

電流容量 AC 電源ラインを使用し く さい  

AC100V ライン 電流容量に十分 余裕 得ら い場合に 、AC200V ライン 使用をお勧めし

ます  

(6) 電源アースについて 

コンセントに GND 端子 あ 場合に 、必ず黒色 線を GND 端子に接続し く さい  
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2.5 トランシーバについて 

TL-933 を定格出力電力 お使いいた くために 、エキサイタ し 100W タイプ トランシーバまた

送信機 必要 す 使用 前に、トランシーバ出力 RF インピー ンス 50Ω あ こ を、トラン

シーバ 取扱説明書 確認く さい  

アンテナ 整合を取 ために、30～100W トランシーバ出力電力 必要 す トランシーバ 出力電

力 30W 以下 場合に アンテナ 整合 正常に行わ ませ  

また、トランシーバ 出力電力 100W を超え 、次 よう 状態に こ あります  

 

 オーバードライ に ため、アラー 発生す  

 出力信号波形に歪 生 、送信電波 質 劣化す  

 

こ よう 状態を防 ため、トランシーバ 出力 常に適正 ベルに ように外部 ALC 信号ラインを必

接続し、調整を行っ く さい 2.8 項を 参照下さい  
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2.5.1  ケンウッ 製トランシーバについて 

ケンウッド製トランシーバ TL-933 をお使いいた く場合 、以下 機種 対象 ります 機種によ

り設定や操作 異 ります 、内容をよく 確認 上 使用く さい  

 

対象機種 

 
周波数 

トラッキン  

オート 

チューン操作 

チューン時 

出力電力設定 

電源スイッチ 

連動 
IF-232C 

マ ュアル注8

操作 

TS-2000S/SX ○ ○注 3 自動 ○ 不要 ○ 

TS-480HX/SAT ○ ○注 3 自動 ○ 不要 ○ 

TS-570S/SG △注 1 ○ 自動 ○ 不要 ○ 

TS-870S △注 1 ○注 3 自動 ○ 不要 ○ 

TS-450S/SAT ×注 2 ○注 4 手動注 5 ○ 必要注 7 ○ 

TS-690S/SAT ×注 2 ○注 4 手動注 5 ○ 必要注 7 ○ 

TS-850S/SL ×注 2 ○注 4 手動注 5 ○ 必要注 7 ○ 

TS-950SD/SDX ×注 2 ○注 4 手動注 5 ×注 6 必要注 7 ○ 

注 1 ：TS-570S/SG および TS-870S PC コマンド 制限 ため、 区間指定メモリにおけ 周波数変更時

標準メモリ 周波数一時可変 を行った場合 、最大 1.5 秒後 い リ アアンプ トラン

シーバ 周波数変更を検知 きませ  

注 2 ：こ 機種 PC コマンド 制限 ため、リ アアンプからトランシーバ 送信周波数を知 こ

きませ 送受周波数 一致し い運用 スプリット に対応 き いため、周波数トラッ

キン 動作 不可能 す  

注 3 ：オートチューン操作を行う時に、リ アアンプから コマンド トランシーバ モードを FSK にし

行います FSK モ ター 機能 ON 場合、チュー ン 中にモ タ音 出力さ こ

あります  

注 4 ：操作前 モードに関係 くオートチューン操作終了後モード すべ FSK モードに ります 、

元 モードに戻し く さい  

注 5 ：こ ら 機種 送信 ワーをコマンド 可変す こ きませ 、チュー ン に必要

出力電力 手動 設定し く さい  

注 6 ：TS-950SD/SDX 外部 AT コネクタを持っ い いためこ 機能 動作しませ  

注 7 ：IF-232C チューン時 モード切替、コマンド やり り ために使わ ます  

注 8 ：マ ュアル操作 一般的 リ アアンプ し 操作 、上 表 対象機種すべ に対応します

こ 場合、注 7 機種 IF-232C 不要 す  
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2.6 アンテナについて 

TL-933 に接続す アンテナに 、インピー ンス 50Ω系 も 、許容入力電力 2kW PEP 以上 も

をお選びく さい 特に、トラップコイルやバラン 装着さ い タイプ アンテナ 十分 注意

く さい 入力電力 アンテナ 許容入力電力値を超え 、トラップコイルやバラントランスを焼損す

こ あります また TL-933 アンテナ を接続す 同軸ケー ルに 、インピー ンス 50Ω系

も 、許容通過電流に十分 余裕 あ も をお選びく さい  

 

TL-933 に内蔵さ い アンテナチューナー回路 、VSWR 以下 アンテナ 50MHz VSWR 2

以下 アンテナ に対し 整合 取 ように設計さ います  

お、ここ 整合 取 た いう TL-933 から見た VSWR 値を下 た いう意味 、 アン

テナ 性能を上 た いう意味 ありませ  

した っ 、アンテナから 放射効率を上 ために、上記 整合可能 VSWR 範囲にかかわらず、 き

けインピー ンス 50Ωに近いアンテナをお使いいた きますようお願いします  
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2.7 アースについて 

注意
感電事故を防ぐため、またスプリアス輻射による他機器への障害を防ぐため、必ず良好な

アースを接続してください。

アースに 市販 アース棒また 銅板を用い、 き け太い銅線また 銅テープを使用し

、TL-933 間を最短距離 接続し く さい  

お、大き 事故 原因 ります 、ガス配管や配電用のコン ットパイプは絶対にアー

スとして使用しないでください。
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2.8 トランシーバおよびアンテナとの接続 

TL-933 トランシーバ 接続 、各機器 電源スイッチを OFF にし、電源プラ をコンセントから抜

いた状態 行っ く さい

TL-933 トランシーバ 間 接続す ケー ル 、次 種類 す  

詳しく 2.8.1 ケンウッ 製トランシーバとの接続 以降を 覧く さい  

1) RF 信号ライン

トランシーバからの RF 励振信号を TL-933 へ供給します。

必 50Ωの同軸ケーブルを使用してください。5D-2V 相当品以上のものを使用することをお奨めします。 

2) アースライン

トランシーバの筐体と TL-933 筐体との間の電位レベルを合わせ 動作を安定にします。

3) コントロール信号ライン

トランシーバと TL-933 との間でいろいろな制御を行うための各種信号を伝送します。

コントロールケー ル 、トランシーバ 種類や布線 長さに合わせ 自作し く さい

コントロールケー ルに使用す コネクタプラ (TL-933 側、D-SUB/15P) 付属品 し 添付さ いま

す

TL-933 に Ａ、 ２台 トランシーバを接続す こ きます ２台 トランシーバをお使いに

き 、ＲＦ信号ライン 同軸ケー ル及びコントロールケー ル ２本必要 ります 台 トランシ

ーバをお使いに き 、ＲＦ信号ライン 同軸ケー ル及びコントロールケー ル 本必要 り

ます こ 場合、お使いに ら いトランシーバ側 コントロールコネクタに付属 キャップをし おく

こ をお勧めします

また、Ａ、 トランシーバ アンテナ 接続 通り 方法 あります 詳しく 5.3 トランシー

バ アンテナ 接続モード 設定 を 参照く さい

ケンウッド製トランシーバを２台 使用に 場合 、TL-933 に付属し い コントロールケー ル 部

品番号 E30-3473- 8 新たに必要 ります コントロールケー ル 入手につきまし 、ケンウッ

ド・サービスセンターにお問い合わせく さい

警告

●送信中は同軸コネクタに触れないでください。感電する恐れがあります。
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2.8.1  ケンウッ 製トランシーバとの接続 

1. 接続図

●TS-2000S/SX TS-570S/SG TS-870S の場合

イラスト TS-2000SX す

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

EXT. SP2

8ΩPANELCOM

ANT 2 ANT 1

ANT

144

AT ANT 1.2G

DC

13.8V

ANT

430

EXT. SP1

8Ω ACC2EXT. CONT REMOTE
HF

RX ANT

PADDLEKEY
GND

2 1

A N T1またはA N T2のどちらか一方に接続してください。 

TS-2000SX背面 

同軸ケーブル 

コントロールケーブル 

アンテナ 
（5本まで接続できます） 

A C 100-240V  
50/60H z

アースケーブル 

アース 

●TS-950SD/SDX TS-850S/SV TS-690S/SAT TS-450S/SAT の場合

イラスト TS-450S す

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

同軸ケーブル 

※1

※2

コントロールケーブル 

アンテナ 
（5本まで接続できます） 

A C 100-240V  
50/60H z

アースケーブル 

アース 

TS-450S背面 

TS-450S左側面 

IF-232C

※1 ：TS-950SD/SDX 、6 ピンコネクタを外付け AT 端子に接続しませ

※2 ：IF-232C へ接続す に 、D-sub 9 ピン25 ピン 変換ア プタ 必要 す

●TS-480HX/SAT の場合

TS-480HX/SATに付属の取扱説明書をご覧ください
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2. コントロールケー ル

以下 接続図を参照し 、付属 コントロールケー ル トランシーバ リ アアンプ TL-933 を接続し

く さい

7ピンD INプラグ 
トランシーバ 
REM O TE端子へ 

トランシーバCO M 端子または 
IF-232C  D -Sub25ピン端子へ※2

トランシーバ 
外付けA T端子へ 

9ピンD -Subコネクタ 15ピンコネクタ 

6ピンコネクタ※1

コントロールケーブル 

3m

リニアアンプ 
TL-933 
IN PU TAまたは 
IN PU TBコネクタへ 

※1： TS-950SD /SD Xは、6ピンコネクタを外付けA T 
端子に接続しません。 

※2： IF-232Cへ接続するには、D -Sub9ピン⇔25ピン 
の変換アダプタが必要です。 

2 2

3 3

1 5

4 7

6 8

12 7

13 G N D

5 6

9 G N D

11 3

14 6

15 1

R X D

TX D

G N D

R TS

C TS

TX 12V

G N D

A LC

G N D

Stand by

14S

E

8

10

R X D

リニアアンプ 
TL-933側 トランシーバ側 

TX D

E

R TS

C TS

TX 13.8V

E

A LC

E

SEN D

＋13.8V

E

TX

M IC  M U TE

白 

白 

黒 

赤 

青 

緑 
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2.8.2  一般的なトランシーバとの接続 

1. 接続図

ここ 、Ａトランシーバ入力を使用す 場合 接続を示します トランシーバ入力を使用す き 、

同軸コネクタ INPUT B、コントロールコネクタ INPUT B に接続し く さい  

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

アースケーブル

電鍵

アンテナ ５本接続可能

アース

コントロール

ケーブル

トランシーバ AC100~240V 

50/60Hz 

同軸ケーブル

注

注 電鍵 接続につい 、2.8.3 項を 参照く さい  

2. トランシーバ 接続方法 コントロールケー ル

各端子 詳しい 様につきまし 、2.8.3 項を 参照く さい

ケー ルに 、 き けシールド線をお使いく さい 中 も ALC ライン 高周波誘 回り込

影響を受けやすいため、特に 注意く さい
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2.8.3  接続資料 

TL-933 コントロールコネクタ 様 、次 ように ります  

・・・・・・・
・・・・・・・・

8 1 

9 15 

付属 コネクタを ン 付面から見たピン番号

ピン

番号
名 称 説 明

E アースに接続し く さい

２ RXD シリアル信号 ータ

TXD シリアル信号 ータ

４ TX MUTE
トランシーバに対し 、送信を禁止します

Ｌ ベル 禁止

注  ALC 
ＡＬＣ信号、 ～－ 、トランシーバ

出力電力を制御します

６ RL
POWER 時にアース ベル、

POWER ＦＦ 時 オープン 

E アースに接続し く さい
注  TX トランシーバ 送信時にアース ベル  

E アースに接続し く さい

MIC MUTE 

注  SEND
ＥＴ及びＴ Ｅ動作時にアース ベル

ります

２注  TX 13.8V 
トランシーバ 送信時に 出力さ

、リ アアンプ 送受信を切り換えます  

E アースに接続し く さい

４ 13.8V 
トランシーバ 電源に連動し ４ 出

力さ ます

E アースに接続し く さい

注 ：ピン番号 、 、 、 ２ 接続 シールド線を 使用く さい
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コネクタへの接続

次 接続図を参考にし 、お客さま トランシーバに適合す コントロールケー ルを作成し く さい  

一般的なトランシーバ

TL-933 

 SEND
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スタンバイ信号の接続方法 ８ １ 番ピン

スタンバイ信号 トランシーバ 受信から送信に切り替わった き、リ アアンプを送信状態にす ため

信号 す スタンバイ信号を接続し け 、リ アアンプを動作させ こ きませ 、必ず

接続し く さい

スタンバイ信号 送受信 状態を示す信号 トランシーバ 機種によっ 出力方法 異 ります

トランシーバ 取扱説明書をお に り、次 ちらか一方 方法 接続し く さい

 送信時にアースに 信号 場合

トランシーバ 多く 、こ 信号 出力さ います

TL-933 コントロールプラ 番ピン TX に接続し く さい 流 電流 約 5mA す

またトランシーバ 受信状態 き 、12V を超え 電圧 かから いこ を確認し く さい

こ 接続をした場合、12 番ピン TX 13.8V に 、 にも接続し い く さい

 送信時に DC12～15V H ベル 出力さ 信号 場合

TL-933 コントロールプラ 12 番ピン TX 13.8V に接続し く さい 流 電流 約 5mA す

こ 接続をした場合 、8 番ピン TX に にも接続し い く さい

＋12V

TX

Tx13.8V

2
.2
kΩ
 

2
.2
kΩ
 

＋5V

＋5V

(8)

(12)

LO W  : 送信 

H IG H  : 受信 

TL-933 内部 回路図 CDJ-1801  

ご注意

トランシーバからのスタンバイ信号を接続しないと オートチューン操作ができませ ので注意して

ください。
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強制送信信号の接続方法 11 番ピン  

こ 信号を接続す オートチューン、SET 操作を行う き、トランシーバ 自動的に送信状態に りま

す

こ 信号を接続し く も基本的 動作に影響 ありませ 、接続す こ ス ー 運用を行えま

す

こ 信号 、TL-933 トランシーバに対し RF 信号を要求す き、アース ベルに ります 要求し

い い き 、オープン状態に っ います

トランシーバ側 端子 、アースに接続す 送信状態に切り替わ 端子 あ 接続し く さい

い場合 PTT 端子に接続し く さい

さらに、CW 運用を行う場合 、電鍵にも接続し おく SET 及び TUNE に自動的にキャリア 出

力さ ます 便利 す

電鍵に接続す きに 、極性に注意し く さい また、終段に真空管を使用し い トランシーバ

、電鍵に負 電圧 かかっ い 場合 接続し い く さい

(11)(C D 1)

マイコンの 
ポ－ト 

電鍵入力 

（強制送信端子） 

－  ＋ 電鍵 

トランシーバ TL-933

CD1： トランシーバによっ 必要 ります 通常 直接接続し く

さい

SET を押す 、送信したままに っ しまう時に必要   

小信号 シリコン イオード

ご注意

電鍵に強制送信信号を接続する場合は 負の電圧がかかっていないか確認してください。

負の電圧がかかっている時には 絶対に 11 番ピンの信号を接続しないでください。 

終段に真空管を使用しているトランシーバの場合には特に注意してください。
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オートパワーON/OFF 信号の接続方法 14 番ピン

トランシーバ 電源に連動した DC12～15V(最大 0.2A)を接続す こ 、TL-933 電源を制御 きます

トランシーバ側 端子 、電源 ON/OFF に連動し 12～15V 出力さ 端子を接続し く さい

TL-933 

AC100～240V 

入力 
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3. 各部の名称と機能

ここ 、操作 ネル 背面 ネル 各部 名称 そ 機能につい 図 説明します

3.1 操作パネル 

2

9 13 1011

12

3
4

1

5 6 7 8

14

 POWER スイッチ 
ON き、LED 点灯し、アンテナチューナーモードまた リ アア

ンプモードに ります OFF アンテナスイッチモードに ります

 PA スイッチ PA DC 電源を ON/OFF します ON リ アアンプモードに ります  

 METER スイッチ メーター 指示 出力電力 Po アンテナ VSWR を切り換えます  

 METER２スイッチ 
メーター２ 指示 PA DC 電圧 VD、電流 ID、ALC ベル及びヒー

トシンク 温度 を切り換えます

 SET スイッチ 

トランシーバ 周波数を り、メモリからアンテナ整合 ータを

出し、整合部 各素子をセットす スイッチ す SET 動作中

LED 点灯します

 TUNE スイッチ 
アンテナ 自動同調を行い、メモリに整合 ータをプリセットす スイ

ッチ す TUNE 動作中 LED 点灯します

 INPUT スイッチ 入力す トランシーバを選択す スイッチ す

 ANTENNA スイッチ アンテナを選択す スイッチ す

メーター 出力電力 Po アンテナ VSWR を指示します  

メーター２
PA DC 電圧 VD、電流 ID、ALC ベル及びヒートシンク 温度を表

示します

中央表示器 動作中 周波数バンド、自動同調動作、アラー を表示します

 XMT インジケーター 送信時点灯します

 MATCH インジケーター 

整合部 整合状態を示します

緑点灯：整合良好

橙点灯：整合不良

 DRIVE インジケーター 

トランシーバから 励振状態を示します

緑点灯：適正入力

橙点灯：過入力
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3.2 背面パネル 

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

 INPUT A コネクタ 
Ａ系統用トランシーバ インターフェース用信号を接続します

 サ コネクター

ALC A トランシーバ A の ALC レベルを調整するための可変抵抗です。

 INPUT B コネクタ 
系統用トランシーバ インターフェース用信号を接続します

 サ コネクター

ALC B トランシーバ B の ALC レベルを調整するための可変抵抗です。

 CONTROLLER コネクタ 
操作 ネルを独立させ 時に、制御ケー ルを接続します

 サ コネクター

POWER SUPPLY CONT 

スイッチ
電源 連動 き トランシーバ 場合ＥＸＴＥＲ ＡＬに、非連動

場合使用時 に設定します

ヒュー 25A AC 入力側のメインヒューズです。 

GND アースを接続します

電源ケー ル(100V～240V) 商用ＡＣラインへ接続します ワイド ンジ入力

INPUT A Ａ系統用トランシーバを接続します 型同軸コネクター

INPUT B 系統用トランシーバを接続します 型同軸コネクター

 ANTENNA A ～４ アンテナ ～４を接続します 型同軸コネクター

ANT B 系統用 アンテナを接続します 型同軸コネクター

警告

●送信中は同軸コネクタに触れないでください。感電する恐れがあります。
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4. 基本操作

ここ 、基本的 運用を行う上 必要 操作につい 説明します

ご注意

 出力電力 1kW での運用を行うためには AC200V の電源が必要です。

4.1 準 備 

TL-933 電源を入 前に、次 点を確認し く さい  

 電源コード 正しく接続さ い か？

 アース線 正しく接続さ い か？

 アンテナへ 同軸ケー ル 正しく接続さ い か？

 トランシーバへ 同軸ケー ル 正しく接続さ い か？

 トランシーバへ コントロールケー ル 正しく接続さ い か？

 トランシーバ 電源スイッチ OFF に っ い か？

 トランシーバ リ アコントロール信号 ON に っ い か？

TS-2000S/SX 場合 、リ アアンプコントロール メ ューNo.28A：OFF、メ ューNo.28B：1 に

設定し く さい 他 機種につい 詳細 各々 取扱説明書を 覧く さい

 TL-933 背面 ネル POWER SUPPLY CONT スイッチ 位置  “EXTERNAL” に っ い か？

た しトランシーバ 電源 TL-933 電源 連動し い機種 ケンウッド製トランシーバ TS-950SD/

SDX POWER SUPPLY CONT スイッチ 位置を ON にし く さい
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4.2 動作モー と電源の入 かた 

TL-933 、 

 接続さ い トランシーバ 電源 ”ON”/”OFF” 状態 

 背面 ネル上 POWER SUPPLY CONT スイッチ 位置 

 操作 ネル上 POWER スイッチ および PA スイッチ  “ON” / “OFF” 状態 

によっ 、以下 よう 3 通り 動作をします  

 

1) アンテナスイッチ し 動作 アンテナスイッチモード  

接続さ たアンテナ 切替器 し 動作します  

TL-933 増幅およびアンテナへ 整合を行わず、トランシーバ 出力 直接アンテナスイッチへ供給さ

ます  

 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

スイッチ 

･･･ 

 

 

2) アンテナチューナー し 動作 アンテナチューナーモード  

アンテナチューナーおよびアンテナスイッチ し 動作します  

電力増幅 行わず、トランシーバ 出力 そ ままアンテナチューナー回路を経 、アンテナスイッチへ

供給さ ます  

 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

チューナー 

 
アンテナ 

スイッチ 

･･･ 

 

 

3) リ アアンプ し 動作 リ アアンプモード  

リ アアンプ、アンテナチューナーおよびアンテナスイッチ し 動作します  

トランシーバ 出力 リ アアンプ回路 電力増幅さ 、アンテナチューナー回路を経 、アンテナスイ

ッチへ供給さ ます  

 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

チューナー 

 
アンテナ 

スイッチ 

 
リ アアンプ 

PA  

･･･ 
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4.2.1  POWER SUPPLY CONT スイッチの位置による TL-933 の動作の状態 

背面 ネルにあ POWER SUPPLY CONT スイッチ 位置により、TL-933 以下 よう ２通り 状態

を ります  

 

1) “EXTERNAL” 位置 き 

背面 ネル コネクタ INPUT Aまた INPUT B 14番ピンに接続さ い 信号電圧 状態によっ 、

TL-933 電源 ON/OFF 状態 次 ように ります  

 INPUT A また INPUT B いず か一方に接続さ い トランシーバ、また 両方に接続さ

い トランシーバから+12V～+15V DC 電圧 供給さ い き トランシーバ 電源を ON にし

た き ・・・TL-933 動作状態 (*1) 

 INPUT A また INPUT B いず トランシーバからも DC 電圧 供給さ い い き トラン

シーバ 電源を OFF にした き ・・・TL-933 停止状態 (*2) 

 

2) “ON” 位置 き 

TL-933 、AC 電源 供給さ い 限り、常に 動作状態 (*1) ります  

 

*1 動作状態  

 以下 いず か 状態をいいます こ き TL-933 通電さ います  

 アンテナスイッチ し 動作状態 

 アンテナチューナー し 動作状態 

 リ アアンプ し 動作状態 

停止状態 → 動作状態に った直後 、前回 動作状態 再現さ ます  

 

*2 停止状態  

 TL-933 に通電さ い い状態 す  

こ 状態 、TL-933 すべ 機能 停止し い ため、トランシーバ 出力 アンテナに 供給さ

ませ また、受信も きませ  

 

ご注意 

 停止状態 のときはトランシーバを送信状態にしないでください。 

 トランシーバの負荷となるリ アアンプがオープンになっているため トランシーバの送信部に障

害が発生することがあります。 
 

 

4.2.2  電源を入 る 

前項 4.2.1 に従っ 、TL-933 を停止状態から動作状態にし 下さい こ き アンテナスイッチモード

り、次 よう 状態に ります  

POWER スイッチ “OFF” 

ANTENNA スイッチ 1 点灯 

INPUT スイッチ A 点灯 

中央表示器 消灯 

お、アンテナ 接続モード 接続モード 1 状態に ります 5.3 項を 参照下さい  
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4.2.3  アンテナスイッチ としての動作 

TL-933 動作状態 、操作 ネル上 POWER スイッチ  ”OFF” き 、TL-933 アンテナスイ

ッチ し 動作します  

お、こ 時 操作 ネル メーター照明ランプ 点灯しませ  

操作 ネル上 ANTENNA スイッチ内 LED 、現在選択さ い アンテナ 番号に対応し 点灯し

ます た し、使用アンテナ ANT B 場合に 、操作 ネル アンテナ LED ～４ 点灯しませ

 

 
 

 

 

 

TL-933 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

スイッチ 

･･･ 

 

補足説明 

 送信中は アンテナを切り替えることができませ 。 
 

 

 

4.2.4  アンテナチューナー としての動作 

TL-933 動作状態 、POWER スイッチ  “ON”、PA スイッチ  “OFF” き 、TL-933 アン

テナチューナーおよびアンテナスイッチ し 動作します  

操作 ネル ２つ メーター照明 点灯し、各スイッチ LED 点灯します  

操作 ネル中央部 中央表示器に表示さ い 周波数バンド 、アンテナ 整合を行います  

 

 

 

 

 

 

TL-933 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

チューナー 

 
アンテナ 

スイッチ 

･･･ 

 

補足説明 

 以下のようなときは 運用の前に必 4.3 オートチューン操作 または 4.4 SET 操作 を行っ

てください。 

＊ 操作パネル上の中央表示器の表示が点滅しているとき 

＊ 運用周波数を変えるとき 

 アンテナチューナーとして動作している時にトランシーバを送信状態にすると 操作パネル上の 

“XMT” イン ケーターが点灯します。 

 点灯しないときは トランシーバからのキー信号ラインの接続が不良です。 

 2.8 トランシーバおよびアンテナとの接続 をご覧になり 正しく接続してください。 

 トランシーバの出力電力は 最大 100W でご使用ください。120W 以上の電力が本機に入力さ ま

すと 中央表示器に “A5” のアラームが表示さ アンテナチューナーは動作しませ 。この場合

トランシーバの出力電力を低減してご使用ください。 
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4.2.5  リ アアンプ としての動作 

TL-933 動作状態 、POWER スイッチ  “ON”、PA スイッチ  “ON” き 、TL-933 リ ア

アンプ、アンテナチューナーおよびアンテナスイッチ し 動作します  

 

 

 

 

 

 

 

TL-933 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

チューナー 

 
アンテナ 

スイッチ 

 
リ アアンプ 

PA  

･･･ 

 

 

リ アアンプ動作 手順 、次 通り す  

(1) PA ON 条件を整え  

次 場合 、PA ON に りませ  内 操作を行っ く さい  

a) POWER OFF 場合 POWER を ON にす  

b) 操作 ネル上 中央表示器に何も表示さ い い場合 4.4 項参照 上、SET 操作を行う  

c) 操作 ネル上 中央表示器 表示 点滅し い 場合 4.3 項参照 上、TUNE 操作を行う  

d) アラー 発生し、操作 ネル上 中央表示器にアラー 表示 点灯又 点滅し い 場合 

7 章を参照し、アラー 発生原因を取り除いた上 、POWER 再投入を行う  

e) トランシーバ 送信周波数 アマチュアバンド外 場合 

トランシーバ 送信周波数をアマチュアバンド内に変更し、SET 又 TUNE 操作を行う  

f) トランシーバ 送信中 場合 トランシーバを受信にす  

 

(2) PA ON 動作及び電圧 確認 

PA スイッチを押す 、1～2 秒後に PA ON に ります こ 間に、リ ー 切替音 聞こえます  

メーターを Vd に切り替え 、電圧を確認し く さい 電圧 、設定により約 50V 又 約 80V

ります 表 4.1 を参照し く さい  

 

(3) アイドリン 電流 確認 

次 手順により、アイドリン 電流 正しく流 い こ を確認します  

a) TL-933 メーターを Id に切り替えます 

b) トランシーバを SSB モード、マイク インを最小、出力電力を最小 します  

c) トランシーバを送信状態に切り替え 、XMIT LED 点灯し、Id 定格出力 1000W時 約 8A、

定格出力 500W 時 約 4A 程度振 ます  

d) トランシーバを受信状態に切り替えます  

 

(4) 出力電力 確認 

次 手順により、正しくリ アアンプ動作 行わ い こ を確認します  

a) TL-933 メーターを Po 及び Id に切り替えます  

b) トランシーバを CW モード、出力電力を最小 します  

c) トランシーバを送信状態に切り替え 、XMIT LED 点灯します  



TL-933 

30  4.2 動作モー と電源の入 かた 

d) 電鍵をマーク状態にし、 ワーを徐々に上 いく 、Id 振 大きく ります 500W 又

1000W 出力時 Id を表 4.1 により正常 あ こ を確認します  

e) メーターを Vd に切り替え、表 4.1 により正常 あ こ を確認します  

f) トランシーバを受信状態に切り替えます  

 

(5) ALC 調整 

4.7 項を参照し、ALC 調整を行います  

 

表 4.1 Vd 及び Id 値 

AC 電圧 ップスイッチ(注) 定格出力 Vd Id 定格出力時  

AC200V 
ON 1000W 76 ～ 84V 22 ～ 28A 

OFF 500W 47.5 ～ 52.5V 15 ～ 22A 

AC100V  500W 47.5 ～ 52.5V 15 ～ 22A 

注： ップスイッチ 、HF 帯、50MHz 帯そ 設定す こ きます 詳しく 5.5 項を参

照し く さい  

 

補足説明 

(1) クーリングファンの回転 

TL-933 には PA 部および電源部のヒートシンクを冷却するための 2 基のクーリングファンと

アンテナチューナー回路を冷却するための 1 基のクーリングファンが実装さ ています。 

a) ヒートシンク冷却用のクーリングファンの動作は 次の通りです。 

＊ PA 部のヒートシンク温度が約 45℃を超えると 低速回転を始めます。 

＊ 低速回転中にヒートシンク温度が約 55℃を超えると 高速回転になります。 

＊ 高速回転中にヒートシンク温度が約 50℃以下に下がると 低速回転になります。 

＊ 低速回転中にヒートシンク温度が約 40℃以下に下がると 回転は停止します。 

b) アンテナチューナー冷却用のクーリングファンは 次のい かの条件を満たしたときに回

転します。 

＊ ヒートシンク冷却用のクーリングファンが回転している時 

＊ PA ON の状態で送信し 10 秒以上経過した時 

 

(2) スイッチング電源の音 

リ アアンプ動作中 送信時の出力電力の変化に応じて本体内部から小さな音が聞こえる場合が

あります。こ は 大電流を扱うスイッチング電源内部の巻線類から発生するもので 異常では

ありませ 。 
 

 

ご注意 

ファンが回転しているときは 停止状態にしないでください。 

本機を 永くご愛用頂くためにも ファン停止後に停止状態にしてください。 
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4.3 オートチューン操作 TUNE スイッチ  

アンテナに対す 整合操作 、整合 ータ アンテナ番号を RAM に書き込 操作を自動的に行います

こ をオートチューン操作 いいます 整合 ータ 、そ アンテナ番号およびメモリバンド区分

4.3.1 TL-933 メモリバンド区分表 参照 に書き込ま ます  

 

TL-933 オートマチックアンテナチューナー 、次 よう 働きをします  

 VSWR を下 、リ アアンプ 終段負荷インピー ンスを 50Ωにす  

 広帯域 ワーアンプ 出力に含ま 不要高調波成分を十分に減衰させ ロー スフ ルタ し

機能  

アンテナ VSWR 値 低い場合 も、不要高調波成分を減衰させ ために整合操作を行う必要 あります  

 

オートチューン操作 、各バンドに対応す アンテナを選択したあ 、そ バンド内 周波数 に実行

す 必要 あります  

整合 ータ 、あらか め決めら い TL-933 メモリバンド区分 にした っ 書き込ま ます

ひ つ アマチュアバンド内に 複数 メモリ えら おり、異 周波数 オートチューン操作を

実行し 得た整合 ータ 、そ 周波数を含 メモリに書き込ま ます  

した っ 、同 バンド内 あっ も、周波数を変えた場合に そ 都度オートチューン操作を行っ く

さい  

TL-933 メモリバンド区分 4.3.1 TL-933 のメモリバン 区分表 を 覧く さい  

 

例 14MHｚバン には４つのメモリバン が与えら ています。このため 14MHz バン の全ての周波

数にわたって運用する場合には そ のメモリバン 内のい かの周波数で各一回 合計４回

オートチューン操作を行ってください。 

 

書き込ま た整合 ータ 、再び同 周波数バンド オートチューン操作を行うか、 5.1 整合データの消

去 を実行し い限り変化しませ  

書き込ま た ータ 、大容量キャ シタによっ バックアップさ います TL-933 電源を長期間

OFF にし おく 、キャ シタ 完全放電状態 り、記憶さ た ータ 消失します 電源 OFF 状態

キャ シタによ ータバックアップ期間 、キャ シタ フル充電さ い 状態 約６ヶ月 す

キャ シタ TL-933 を 動作状態 にし 約 10 分 フル充電 ります  

 

ご注意 

 整合が取 ていない周波数で運用を行うことは 不要高調波の発射の原因になります。また TL-933

のプロテクト機能が作動して正常な運用ができなくなることがあります。 

 運用周波数を変えたときには 必 4.3 オートチューン操作 または 4.4 SET 操作 を行って

ください。 
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オートチューン操作 手順 

 トランシーバを次 ように設定します  

 連続キャリアを送信 き モード CW また FSK に合わせます 2.5.1 対象機種 場合 こ

操作 必要ありませ  

 オートチューン操作をす 周波数にセットします  

 30W 以上 出力電力 得ら ように出力 ベルを調整します ベル 低す 、オートチ

ューン操作 正しく行えませ  

ケンウッド製トランシーバ TS-2000S/SX、TS-570S/SG、TS-870S を接続し い 場合 、リ アア

ンプから 通信コマンドにより自動的に出力電力を 50W に設定します 、調整 必要 ありませ

 

 TL-933 操作 ネル上 ANTENNA スイッチにより、整合を取 アンテナを選択します  

選択したアンテナ 、整合を取 う し い 周波数バンド 使用 き こ 、また、アンテナ 正

しく接続さ い こ を確認し く さい  

 TUNE スイッチを押します  

TUNE スイッチ内 LED 点灯し、オートチューン操作 スタートします オートチューン動作中 、

操作 ネル上 中央表示器 セ メント 回転表示します 下図  

トランシーバに対す 送信要求信号線 TL-933 コントロール端子 11 番ピン からトランシーバ

に接続さ い 、トランシーバ 出力電力 自動的に TL-933 に供給さ 、TL-933 自動的にオ

ートチューン操作を開始します  

トランシーバへ 送信要求信号線 接続さ い い場合や、中央表示器に “Po” 表示さ た場合に

補足 を 覧く さい  

 
 ・オートチューン動作中 表示 

 

 セ メント表示  

 回転します 
 

オートチューン操作 完了す 、中央表示器 オートチューン操作完了 表示に ります 下

図  

 
 

・オートチューン完了表示 

 

表示器に “A7” 表示さ た場合、また 表示 点滅し い 場合に 補足 を 覧く さい  

整合 ータ メモリに自動的に書き込ま 、中央表示器にオートチューン操作を完了した周波数バン

ド 表示さ ます 下図  

 
  

・14MHz オートチューンした場合 表示 
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 オートチューン操作完了状態を確認します  

CW また FSK モード トランシーバを送信状態 し、キャリア信号を送出します  

こ きに、操作 ネル上  “MATCH” インジケーター 緑色に点灯す こ を確認します  

緑色 点灯 、PA 部から た VSWR 値 1.5 以下 、オートチューン操作 適切に完了したこ を示

します  

“MATCH” インジケーター 橙色に点灯した場合に 補足 を 覧く さい  

 TS-450S/SAT、TS-690S/SAT、TS-850S/SL、TS-950SD/SDX 場合、操作前 モードに関係 く、オー

トチューン操作終了後モード すべ FSK モードに ります 、元 モードに戻し く さい  

 

補足説明 
 

トランシーバへの送信要求信号線が接続さ ていない場合 

TL-933 の TUNE スイッチを押しても トランシーバは自動的に送信状態になりませ 。 

TUNE スイッチを押した後 次の操作を行ってください。 

 トランシーバのモー を CW または FSK に合わせ マイクの PTT スイッチまたは電鍵を押して

キ リア信号を送信します TL-933 が送信周波数を測定します 。 

 トランシーバをいった 受信状態にします。 

 再び の操作を行い オートチューン操作が完了するまでの間 キ リア信号送信を 続します。 

 

中央表示器に “Po” が表示さ た場合 

オートチューン操作を行うために必要な入力電力が不足しています。 

トランシーバのパワーコントロールつま を調整して 出力レベルを上 てください。 

オートチューン操作を正しく行うためには 30W 以上のトランシーバ出力電力が必要です。 

 

中央表示器に “A7” が表示さ た場合 または表示が点滅している場合 

オートチューン操作が正常に行わ なかったことを示しています。 

アンテナの接続 トランシーバとの接続 アンテナの VSWR を確認のうえ 再度オートチューン操作

を行ってください。 

 

TS-2000S/SX TS-570S/SG TS-870S を接続している場合 

オートチューン動作中に周波数を変更しないでください。 

 

“MATCH” イン ケーターが橙色に点灯した場合 

アンテナとの整合が取 ていないことを示しています。 

アンテナの接続 トランシーバとの接続 アンテナの VSWR を確認のうえ 再度オートチューン操作

を行ってください。 

 

その他のアラーム表示については 7.1 アラームと対処方法 をご覧ください。 

 

TS-2000S/SX の場合で送信バン がサブバン のときには オートチューンは動作しませ 。 

また操作バン がサブバン の場合 オートチューン動作中一時的に操作バン がメインバン にな

ります。 
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以上 オートチューン操作 完了し、操作を行った周波数 運用す こ きます  

運用周波数 オートチューン操作を一度行え 、以後 書き込ま た整合 ータをメモリから呼び出す

け 、アンテナ 切替 アンテナへ 整合 瞬時に再現し、再びオートチューン操作を行う必要 ありま

せ  4.4. SET 操作 こ ため、す やい QSY 可能 す  

 

補足説明 

 操作パネル上の VSWR メーターの指示値は 運用周波数に対するアンテナ単体の VSWR 値 アン

テナチューナー回路を含まない です。このため オートチューン操作が完了しても 値が小さく

なることはありませ 。 

 VSWR 値の高いアンテナで運用を行うことは 電波障害の発生原因になります。十分にご注意くだ

さい。 

 PA スイッチが “ON” の状態でオートチューン操作を行った場合 オートチューン操作中は PA スイ

ッチが自動的に “OFF” になります。オートチューン操作が終了すると PA スイッチは再び自動的に 

“ON” に戻ります。 

 アンテナチューナー回路は送信時にの 動作し 受信時にはスルーとなります。 
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4.3.1  TL-933 のメモリバン 区分表 

 

周波数帯 MHz  
TL-933 のメモリバン 区分 

MHz  

アンテナ 

１   ４  

1.81 ～ 1.825 
1.810 ～ 1.820      

1.820 ～ 1.825      

1.9075 ～ 1.9125 
1.9075 ～ 1.910      

1.910 ～ 1.9125      

3.5 ～ 3.575 

3.500 ～ 3.520      

3.520 ～ 3.540      

3.540 ～ 3.560      

3.560 ～ 3.575      

3.747 ～ 3.754 3.747 ～ 3.754      

3.791 ～ 3.805 
3.791 ～ 3.800      

3.800 ～ 3.805      

4.630 4.630      

7.0 ～ 7.1 
7.000 ～ 7.050      

7.050 ～ 7.100      

10.1 ～ 10.15 10.100 ～ 10.150      

14 ～ 14.35 

14.000 ～ 14.080      

14.080 ～ 14.190      

14.190 ～ 14.300      

14.300 ～ 14.350      

18.068 ～ 18.168 18.068 ～ 18.168      

21 ～ 21.45 

21.000 ～ 21.120      

21.120 ～ 21.280      

21.280 ～ 21.440      

21.440 ～ 21.450      

24.890 ～ 24.990 24.890 ～ 24.990      

28.0 ～ 29.7 

28.000 ～ 28.140      

28.140 ～ 28.160      

28.160 ～ 28.380      

28.380 ～ 28.600      

28.600 ～ 28.820      

28.820 ～ 29.040      

29.040 ～ 29.260      

29.260 ～ 29.480      

29.480 ～ 29.700      

50.0 ～ 54.0 

50.000 ～ 50.250      

50.250 ～ 50.500      

50.500 ～ 50.750      

50.750 ～ 51.000      

51.000 ～ 51.250      

51.250 ～ 51.500      

51.500 ～ 51.750      

51.750 ～ 52.000      

52.000 ～ 52.250      

52.250 ～ 52.500      

52.500 ～ 52.750      

52.750 ～ 53.000      

53.000 ～ 53.250      

53.250 ～ 53.500      

53.500 ～ 53.750      

53.750 ～ 54.000       



TL-933 

36  4.4 SET 操作 SET スイッチ  

4.4 SET 操作 SET スイッチ  

一度オートチューン操作を行 う 、そ 周波数 整合 ータ メモリに書き込ま ます した っ 再

び同 周波数 運用す 場合に 、再度オートチューン操作を行う必要 く、書き込ま い ータ

を呼び出す け 運用す こ きます こ ように、書き込ま い ータを瞬時に呼び出す操作

こ を SET 操作 いいます  

 

SET 操作を行う 、TL-933 トランシーバ 送信周波数を自動計測し 、該当す 整合 ータを呼び出し、

整合状態 アンテナ番号を瞬時にセットします  

SET 操作中 、トランシーバから供給さ 出力電力 TL-933 内部 消費さ ます こ ためアンテナ

から電波 発射さ こ ありませ  

 

TL-933 に 、送信用 し 最大 5 本 アンテナを接続す こ きます  

ひ つ 周波数に対し ２つ以上 アンテナ番号 記憶さ い 場合に 、選 い トランシーバ

によっ 最後に使用さ たアンテナ番号 自動的に選択さ ます  

 

補足説明 

 ケンウッ 製トランシーバ TS-2000S/SX TS-870S TS-570S/SG を使用した場合 コントロール

ケーブルが接続さ ている場合 には SET 操作を行なっても動作しませ 。この場合には TL-933

は トランシーバの設定周波数の変化と連動して 自動的に整合データとアンテナ番号を呼び出し

ます。 

 ケンウッ 製トランシーバで TS-2000S/SX TS-870S TS-570S/SG 以外の機種をご使用の場合に

は トランシーバの設定周波数と連動しませ 。 4.3 オートチューン操作 または 4.4 SET 操作

を実行してください。 

 SET 操作を行わ に送信することは 不要高調波の発射の原因となります。また TL-933 のプロテ

クト機能が作動して正常な運用ができなくなることがあります。 

 運用周波数を変えたときには 必 4.3 オートチューン操作 または 4.4 SET 操作 を行って

ください。 
 

 

SET 操作 手順 トランシーバ TS-2000S/SX、TS-870S、TS-570S/SG 以外 場合  

 トランシーバ 周波数をセットします  

 トランシーバ 出力電力 ベル 30W 以上 ように調整します 30W 未満 、SET 操作 正

しく行えませ  

 連続し キャリア周波数を送信 き モード CW また FSK モード に合わせます  

2.5.1 対象機種 場合 、こ 操作 必要ありませ  

 SET スイッチを押します  

SET スイッチ内 LED 点灯し、整合 ータ アンテナ番号 呼び出し スタートします トランシ

ーバに対す 送信要求信号線 TL-933 コントロール端子 11 番ピン からトランシーバに接続さ

い 、トランシーバ 出力電力 自動的に TL-933 に供給さ 、TL-933 自動的に SET 操作を

開始します  

トランシーバへ 送信要求信号線 接続さ い い場合や、操作 ネル上 中央表示器に “Po” 表

示さ た場合に 補足 を 覧く さい  
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SET 操作 完了す 、整合 ータを呼び出した周波数バンド 中央表示器に表示さ ます また、

ANTENNA 1  2  3  4 スイッチ うち、最後に使用したアンテナ番号 スイッチ LED 点灯します  

 SET 操作完了状態を確認します  

表示器 周波数バンド表示 トランシーバ 送信周波数 一致し い こ 、またアンテナ 正しく

選択さ い こ を確認します  

次に PA スイッチを “OFF” にし トランシーバを送信状態 し、キャリア信号を送出します  

こ きに、操作 ネル上  “MATCH” インジケーター 緑色に点灯す こ を確認します  

緑色 点灯 、PA 部から た VSWR 値 1.5 以下 あ こ を示します  

“MATCH” LED 橙色や赤色に点灯した場合に 補足説明 を 覧く さい  

 TS-450S/SAT、TS-690S/SAT、TS-850S/SL、TS-950SD/SDX 場合、操作前 モードに関係 く、SET

操作終了後モード すべ FSK モードに ります 、元 モードに戻し く さい  

 

補足説明 
 

トランシーバへの送信要求信号線が接続さ ていない場合 

TL-933 の SET スイッチを押しても トランシーバは送信状態になら SET 操作は行わ ませ 。

トランシーバ側で 次の操作を行ってください。 

 トランシーバのモー が CW FSK FM AM のとき 

 マイクの PTT スイッチまたは電鍵を押してキ リア送信状態にします。 

 トランシーバのモー が SSB のとき 

 マイクから音声を一瞬入力してください。 

上記操作によりトランシーバから送信信号が供給さ ると TL-933 は送信周波数を自動計測します。 

TL-933 が周波数計測を行うために必要な信号供給時間は 通常１秒以内です。 

 

操作パネル上の中央表示器に “Po” が表示さ た場合 

SET 操作を行うために必要な入力電力が不足しています。トランシーバの出力レベルを上 てくださ

い。 

TL-933 が周波数計測を行うためには 30W 以上のトランシーバ出力電力が必要です。 

 

“MATCH” イン ケーターが橙色や赤色に点灯した場合 

以下のような理由により アンテナとの整合が取 ていないことを示しています。 

＊ 呼び出さ た整合データが不良である 

＊ 前回運用時とアンテナの状態が変わった 

＊ アンテナの接続が不良である 

アンテナの接続 トランシーバとの接続 アンテナの VSWR を確認のうえ 再度オートチューン操作

を行ってください。 
 

 

以上 SET 操作 完了 す  
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補足説明 

 整合データは そ のアンテナ番号ごとに個別に書き込ま ます。したがって オートチュー

ン操作を行なった後にアンテナの接続位置を入 替えたり 異なるアンテナを接続した場合には

次の手順にしたがって整合データを再度書き込 でください。 

 現在書き込ま ているデータ 整合データおよびアンテナ番号 を 5.1 整合データの消去

の手順にしたがって消去します。 

 新たに接続したアンテナに対してオートチューン操作を行います。 
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4.5 接続アンテナの切り替え 

トランシーバ 設定周波数 連動す 機種 ケンウッド製トランシーバ TS-2000S/SX、TS-570S/SG、

TS-870S を接続し い 場合 、SET 操作によりトランシーバ 送信周波数を自動計測す 、そ 周

波数 ータ もに記憶さ た番号 アンテナへ、接続 自動的に切り替わります  

また、切り替えたいアンテナ番号 ANTENNA 1  2  3  4 スイッチを押すこ により、手動 アンテナを

切り替え こ も きます  

ANTENNA 1  2  3  4 スイッチ うち、現在選択さ い アンテナ番号 スイッチ LED 点灯します  

 

 

選択するアンテナ番号のスイッチを押します 
 

 

補足説明 

トランシーバの入力として INPUT B に接続さ ているトランシーバが選択さ ており 接続モー

1 のときには ANTENNA 1  2  3  4 の LED はすべて消灯します。 
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4.6 接続トランシーバの切り替え 

INPUT A  INPUTB スイッチにより接続す トランシーバを切り替えます  

初期設定 、A 入力端子に接続さ たトランシーバ 、ANTENNA 1 ～ 4 に接続さ 、B 入力端子に接

続さ たトランシーバ ANT B に接続さ ます  

お、B 入力端子に接続さ たトランシーバを ANTENNA1～4 に接続す こ も可能 す 詳しく 5.3 

トランシーバ アンテナ 接続モード 設定 を 参照く さい  
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4.7 ALC レベルの調整 

TL-933 リ アアンプ運用をす きに 、トランシーバ 出力電力 常に適正 ベルに ように外部

ALC 信号ラインを必ず接続し く さい そ 後、以下 手順にした っ ALC ベル 調整を行っ

く さい

ALC ベル 正しく調整さ い い 、TL-933 出力電力 過大 り、また出力波形 歪 原因

ります

ALC ベル 調整 、背面 ネル上 ALC A ALC B 半固定抵抗により行います  

ALC A INPUT A コネクタに接続さ い トランシーバ ALC ベル 調整用、ALC B INPUT B

コネクタに接続さ い トランシーバ ALC ベル 調整用 す

出力電力を 1000W 以上に設定す に 、AC200V 電源 必要 す

調整手順

TL-933 およびトランシーバ 電源を “OFF” にし く さい

背面 ネル上 ALC A また ALC B 半固定抵抗 調整を行う側 調整穴へプラスドライバを挿し

込 、半固定抵抗器を背面から見 反時計方向いっぱいに回し切ります お買い上 時に こ 状態

に っ います

 

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

トランシーバ A

ALC ベル調整用半固定抵抗

トランシーバ B

ALC ベル調整用半固定抵抗

背面 ネル上  ANTENNA A-1 コネクタに 50Ω ミーロードまた VSWR 低いアンテナを接続

します ミーロード 許容入力電力 1kW 以上 も を使用し く さい

トランシーバ 電源を入 、モードを CW また FSK にします さらに、よくお使いに 周波数に

セットします

TL-933 POWER スイッチを ON にし、操作 ネル上  ANTENNA 1 スイッチを押します ANTENNA

1 LED 点灯し い こ を確認し く さい

警告
●送信中は同軸コネクタに触 ない

でください。感電する恐 があり

ます。
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 TUNE スイッチを押し、オートチューン操作を行います 4.3 オートチューン操作 参照  

オートチューン操作完了後、操作 ネル上 中央表示器に周波数バンド 表示さ こ を確認し

く さい

TL-933 Po スイッチ ALC スイッチを押し 、メータ表示を切り替えます

 PA スイッチを押し ON にします  

トランシーバ 出力電力を最小に絞り、送信状態にします CW モード キーを ON にし、FSK モ

ード 、マイク PTT スイッチを ON にす

TL-933 Po メータ 左側 指示 約 1050W を指すように、トランシーバ 出力電力を調整します  

こ き、ALC メーター 指針 白色 ーンを少し越え います

定格出力 500W 時 、約 525W に出力電力を調整します

背面 ネル ALC ベル調整用半固定抵抗器を反時計方向へゆっくり回し、指針 白色 ーンに入

ように調整します

こ き、Po メーター指針 約 1000W を指し い こ を確認し く さい

定格出力 500W 時 、約 500W を指し い こ を確認し く さい

トランシーバ 出力電力を増加させ も Po メーター指針 位置 変化し いこ を確認し く さ

い

トランシーバを受信状態にします

ご注意

 運用するときは トランシーバの ALC メータが ALC ーンの範囲を超えないようにキ リアレベ

ル マイクゲインを調整してください。

 AM モー の場合は 無変調時の出力が定格出力の 1/4 以下になるようにトランシーバの出力電力

を調整してください。
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4.8 ヒートシンク温度について 

TL-933 HEAT スイッチを押す 、ヒートシンク温度を確認 きます  

メーター2 指示 ヒートシンク温度 、赤い ーンにかかった時 ヒートシンク温度 約 60℃以上に

っ います こ よう 場合 、し らく送信を止め 白い ーンま 下 っ から送信を再開し く

さい  
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4.9 記憶データのバックアップについて 

TL-933 に 、各種 ータを記憶す ために、RAM 内蔵さ います RAM により記憶さ ータ

次 通り す  

 オートチューン操作により得ら アンテナ整合 ータ 

 選択さ たアンテナ 番号 

 POWER スイッチ 状態 

 PA スイッチ 状態 

 メータ選択 状態 

 アンテナ切替器 状態 

 周波数 設定状態 

RAM 記憶 ータ 、大容量キャ シタによっ バックアップさ います  

キャ シタによ ータ バックアップ期間 、キャ シタ フル充電さ い 状態 約６ヶ月 す

こ 期間内 あ 、TL-933 停止状態 から 動作状態 に った き、前回 動作状態 を再現

します  

キャ シタ 放電し RAM 記憶 ータ 失わ 、次回 動作状態 にした きに次 よう 初期

状態に ります お買い上 に っ め 電源を ON にした時もこ 状態 す  

 POWER ： “OFF” 

 ANTENNA アンテナ選択 状態  ： A-1 へ 接続 選択さ い 状態 

 INPUT トランシーバ選択 状態  ： INPUT A へ 接続 選択さ い 状態 

全 ータ 失わ しまった場合 、 4.2 動作モード 電源 入 かた に従っ 、再び全 操作

をやり直し 下さい  

キャ シタ 、TL-933 を 動作状態 にし 約 分 フル充電 ります  
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4.10 送信時の注意事項 

TL-933 、低 IMD 直線性 よい ワーアンプ 余裕 あ 電源を装備し おり、良質 安定した出力

得ら ように設計さ います

しかし、正しい運用方法をお守りいた きませ 、十分 性能を発揮 き い かりか送信電波 質

低下を招き、電波障害をひき起こす原因にも ります

送信中に 、次 点に 注意く さい

◎ 周波数表示 合っ い か？

操作 ネル上 中央表示器に表示さ い 周波数バンド 、トランシーバ 送信周波数 一致し い

こ を確認し く さい

◎ “MATCH” インジケーター 緑色に点灯し い か？

送信中に “MATCH” インジケーター 橙色や赤色に点灯し い き 、アンテナ 整合 完全に取

いませ TUNE スイッチを押し オートチューン操作を行っ く さい

◎ “DRIVE” インジケーター 緑色に点灯し い か？

送信中に “DRIVE” インジケーター 点灯色 橙色に変化し い き 、トランシーバ 出力電力 ド

ライ 電力 ベル 高過 ために、TL-933 APC オート ワーコントロール 回路 動作し

います

ALC ベル 正常に調整さ い 場合 も、トランシーバ 出力電力設定値 ワーコントロール や

マイク イン、スピーチプロセッサ イン 高す APC 回路 動作す こ あります また、トラ

ンシーバ ALC 時定数 遅い場合にも同様 現象 ります “DRIVE” LED 緑色に点灯す ように、

そ 設定値を調節し く さい

◎ メーター指示値 正常か？

送信時に、2 つ メータ－によっ 以下 項目をチェックし、TL-933 正常に動作し い こ を確認し

く さい

 Po ピーク指示値 定格電力値を超え い いこ  

 VSWR 指示値 異常 いこ また通常時 変わら いこ  

 VD 指示値 PA POWER MOSFET ド イン電圧 適正* あ こ  

 ID 指示値 PA POWER MOSFET ド イン電流 適正* あ こ ** 

* VDおよび IDの適正指示値は以下の範囲です。

VD 
76V ～ 84V 1000W 出力時 

47.5V ～ 52.5V 500W 出力時 

ID 
22A ～ 31A 1000W 出力時 

15A ～ 24A 500W 出力時 

** ID の指示値が通常時と異なる場合 アンテナインピーダンスの変化がその原因の とつと考えら ま

す。オートチューン操作を行って アンテナとの整合を取りなおして てください。
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5. 応用操作

ここ 、通常 運用 使用し い特殊機能や応用操作につい 説明します

5.1 整合データの消去 

オートチューン 書き込ま た整合 ータおよびアンテナ番号 ータをメモリから消去します

5.1.1  アンテナ番号ごとに消去する 

アンテナ番号 に記憶さ い 整合 ータを、指定したアンテナ番号につい 全 消去します

た え 、 “ANTENNA” 1 を選択し 消去を実行す 、アンテナ番号 に記憶さ い 整合 ータ

け 全 消去さ ます

アンテナ 接続を変更した きや、アンテナを新しいも に交換した きに便利 す

操作

 POWER スイッチを “OFF” にします  

ANTENNA 1  2  3  4 スイッチ うち、整合 ータを消去したいアンテナ番号 スイッチを押した

まま 状態 POWER スイッチを “ON” にします

操作 ネル上 中央表示器 一瞬下図 ように表示した後、周波数バンド 点滅表示に ります

ANTENNA 1  2  3  4 スイッチは 操作パネル上の中央表示器に周波数バン が点滅表示するまで

押したままにしておいてください。

アンテナ B の整合データを消去したい場合は INPUT B を押しながら POWER スイッチを “ON” に

します。

5.1.2  選択した周波数バン のデータだけを消去する 

指定したアンテナに記憶さ い 整合 ータを、指定した周波数バンド 消去します

た え ANTENNA 1、周波数を “14.060MHz” に設定し こ 操作を実行す 、14MHz アマチュア

バンドに割り当 ら い 4 つ バンド区分 うち、14.000 ～ 14.080MHz 記憶 ータ 消去さ

ます

誤っ 他 バンド用 アンテナ オートチューン操作を行っ ータを書き込 しまった きに便利

す

操作

 POWER スイッチを “ON” にします  

ータを消去したい周波数にトランシーバを設定し 、SET 操作 4.4 SET 操作 参照 を行います

操作 ネル上 中央表示器表示 周波数バンド表示 を確認し く さい

周波数トラッキン を行っ い 場合 、SET 操作 必要ありませ
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ANTENNA 1  2  3  4 スイッチ うち、整合 ータを消去したいアンテナ番号 スイッチを押しま

す

押した ANTENNA 1  2  3  4 スイッチを押し ら METER Po スイッチを押します こ ふ

たつ スイッチ 、 ネル上 中央表示器 周波数バンド表示 点滅す ま 押し続け く さい

アンテナ B 側の整合データを消去したい場合は INPUT B を押しながら Po スイッチを押します。
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5.2 ダ ーロー としての使用 

TL-933 を耐入力 100W ミーロード し 使用 きます HF バンド 50MHz バンドに 使用可能

トランシーバ 送信部調整 に使用す こ きます

た し、TL-933 ワーメータ 振 ませ

操作

 POWER スイッチを “OFF” にします  

 PA スイッチを押し ら POWER スイッチを “ON” にします  

 操作 ネル上 中央表示器表示 周波数バンド表示  “Po” 点滅 り、TL-933 トランシーバ

ミーロード し 機能します

POWER スイッチを “OFF” にす こ 、 ミーロード し 機能 解除さ ます

ご注意

 中央表示器に “A5” アラームが表示さ た場合 出力電力を 100W 以下に低減するか 受信状態に

してください。

表示を無視して送信を続けますと PA の入力回路が破損する恐 があります。

 ダ ーロー 時 クーリングファンは内部温度に関係なく回転します。
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5.3 トランシーバとアンテナの接続モー の設定 

TL-933  

 2 つ トランシーバ接続端子  

INPUT A 

INPUT B 

 5 つ アンテナ接続端子 

ANTENNA A-1 

ANTENNA A-2 

ANTENNA A-3 

ANTENNA A-4 

ANT B 

をもっ います

こ うち、5 本 接続可能 アンテナ 、以下 ように 2 系統に分類さ います  

A-1 A-2 A-3 A-4 : INPUT A INPUT B いず に接続さ たトランシーバ も接続 可能

ANT B : INPUT B に接続さ たトランシーバ 接続 可能 

TL-933 を使用し トランシーバ アンテナを接続す ターンに 3 通りあり、そ 接続モー 1

接続モー 2 接続モー 3 呼びます  

お、お買い上 時に 接続モー 1 設定状態 っ います  

5.3.1  接続モー  

ここ 接続モー 1 接続モー 2 接続モー 3 そ につい 説明します  

接続モー 1 標準接続

以下 表 ように、2 台 トランシーバをそ 別系統 アンテナに接続します

トランシーバ アンテナ

INPUT A A-1  A-2  A-3  A-4

INPUT B ANT B 

例え 、INPUT A を HF トランシーバに、INPUT B を 50MHz トランシーバに接続す 便利 す  

TL-933 、INPUT A INPUT B いず か一方 トランシーバから 入力信号を増幅す こ きます  
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補足説明

 次の組 合わせによる接続はできませ 。

＊ INPUT A と ANT B との接続 

＊ INPUT B と ANTENNA A-1 A-2 A-3 A-4 との接続 

 操作パネルのスイッチにより TL-933 による増幅用の入力信号として INPUT B が選択さ ている

とき ANTENNA 1 2 3 4 の LED は全て消灯します。この状態でも INPUT A に接続さ たトラ

ンシーバは 実 には ANTENNA A-1 A-2 A-3 A-4 のい かのアンテナ 接続設定をしたもの

と接続さ ています。

この状態では INPUT A に接続さ たトランシーバの送信に対しては TL-933 はアンテナスイッ

チ  4.2 動作モー と電源の入 かた 参照 としての 機能します。

なお 受信は INPUT A INPUT B のい に接続さ たトランシーバに対しても常時可能です。

接続モー 2 2 のトランシーバでアンテナを共有する接続

以下 表 ように、2 台 トランシーバ 4 本 アンテナ 、接続 組 合わせを自由に変えら ます

トランシーバ アンテナ

INPUT A

A-1  A-2  A-3  A-4

INPUT B 

TL-933 、INPUT A INPUT B いず か一方 トランシーバから 入力信号を増幅す こ きます  

補足説明

 ANT B は使えませ 。したがって INPUT A に接続さ たトランシーバと INPUT B に接続さ た

トランシーバを同時にアンテナに接続することはできませ 。

 選択さ ていないトランシーバでの受信はできませ 。

ご注意

INPUT A を選択している時に INPUT B に接続さ ているトランシーバを送信状態にしないで下さ

い。トランシーバの負荷がオープンの状態になっており トランシーバの送信部に障害が発生するこ

とがあります。

接続モー 3 1 のトランシーバでアンテナを使い分ける接続

以下 表 ように、1 台 トランシーバに対し 、接続さ た 4 本 アンテナを自由に使い分け こ

きます

トランシーバ アンテナ

INPUT A A-1  A-2  A-3  A-4

補足説明

 接続モー 3 では INPUT B および ANT B は使えませ 。
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接続モード 1 および 接続モード 2 におけ トランシーバ TL-933 状態 、そ 次 ように

ります

接続モー 1 の時

ANTENNA A-1 ～ A-4 

INPUT A 選択時 点灯

INPUT B 選択時 消灯

接続モー 2 の時

ANTENNA A-1 ～ A-4 

INPUT A 選択時 点灯

INPUT B 選択時 点灯

5.3.2  接続モー の切替方法 

以下 手順にした っ 現在 接続モード 確認 接続モード 切り替え きます

 POWER スイッチを “ON” にします  

 INPUT A へ トランシーバ接続 選択さ い 状態 、スイッチ INPUT A を押す 、操作 ネル

上 中央表示器に “1” “2” “3” いず か 番号 約 1 秒間表示さ ます  

こ 数字 、現在 接続モードを表します  “1” 表示さ た場合に 接続モー 1 状態 す  

操作によっ  “1” “2” “3” いず か 数字 表示さ い 間にいった スイッチ INPUT A を

離し 再び押す  “1” → “2”、 “2” → “3”、 “3” → “1” ように表示 切り替わります

切り替えたい接続モード 番号 表示さ い 状態 、スイッチ INPUT A を押したまま SET スイ

ッチを押します こ 接続モード 切り替わります SET スイッチを押さ い 接続モード 切り

替わりませ
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5.4 ４本以上のアンテナを使う場合 

TL-933 、本体 A 系統に 4 本 アンテナを接続し 運用す こ きます 、市販 アンテナ切替器

を使用す こ により 4 本以上 アンテナ 整合 ータを記憶させ こ きます  

例 8 本 アンテナを、3 基 アンテナ切替器によっ TL-933 に接続します  

接続す アンテナ 、次 8 本 します  

アンテナ A ：1.9MHz バンド用アンテナ

アンテナ B ：3.5MHz バンド用アンテナ

アンテナ C ：7MHz バンド用アンテナ

アンテナ D ：10MHz バンド用アンテナ

アンテナ E ：14MHz バンド 21MHz バンド用 マルチバンドアンテナ

アンテナ F ：14MHz バンド用アンテナ

アンテナ G ：21MHz バンド 28MHz バンド用 マルチバンドアンテナ

アンテナ H ：7MHz、21MHz、28MHz バンド用 マルチバンドアンテナ

接続図

A-1 A-2 A-3 A-4

S1 

A 

(1.9) 

B 

(3.5) 

C 

(7) 

E 

(14/21) 

D 

(10) 

F 

(14) 

G 

(21/28) 

H 

(7/21/28) 

TL-933 

ANTENNA

プリセット ータ 記憶状態

前項 ように接続した場合、次 ようにプリセット ータを記憶させ こ きます

周波数バンド
[MHz] 

アンテナ

1 2 3 4 

1.9 A

3.5 B

7  C H 

10 D

14 E F

21 E G H

28  G H

Ａ～Ｈ 各アンテナ プリセット ータ 記憶さ い メモリーを示します

上図 21MHz ように複数 プリセット ータ 記憶さ い 時 、最後に使用したアンテナ端子

選択さ ます
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5.5 ディップスイッチの設定 

ＴＬ－ に 、各種設定 ため ップスイッチ あります

ップスイッチ 設定を変更す 場合 、次 手順 バーを ずし く さい

(1) ＴＬ－ 電源を ＦＦにしたあ 、電源コンセントからプラ を抜い く さい

(2) トランシーバ コントロールケー ル ２本あ 場合 両方 も を外します

(3) ＴＬ－ を縦置きにします

(4) 左右 バーを外します 左側面、右側面、背面 を外す

(5) 上面に、Ｃ Ｊ－  Ｃ ＴＲ Ｌ あります こ 基板上に ップスイッチ ２ ４

素子 あります

前面側 背面側 

CD J-1801 C O N TR O L

S2

S1

C O N TR O LLER

IN PU T B

IN PU T A
O N O N O N O N

1 2 3 4

ップスイッチ ２ 設定内容 、次 通り す

スイッチ番号 状態 機能

電源を投入し、  RES を押す 、ＴＬ－ お買い上 時 状態に戻

ります

ＦＦ

２ ＨＦ帯 Ｈｚ帯～２ Ｈｚ帯 出力電力を に設定し

ます 但し、ＡＣ電源電圧 場合 、 ップスイッチ 設定に

関わらず、出力電力 ります

ＦＦ ＨＦ帯 Ｈｚ帯～２ Ｈｚ帯 出力電力を に設定しま

す

Ｈｚ帯 出力電力を に設定します 但し、ＡＣ電源電圧

場合 、 ップスイッチ 設定に関わらず、出力電力

ります

ＦＦ Ｈｚ帯 出力電力を に設定します

４ INPUT A/B コネクタ TXMUTE 端子 送信禁止時に イに設定します  

ＦＦ INPUT A/B コネクタ TXMUTE 端子 送信禁止時にローに設定します  
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お買い上 時 ップスイッチ ２ 設定 、次 通り す

ON 

1 

ON 

2 

ON 

3 

ON 

4 

OFF ON OFF OFF 

S2 
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5.6 通信速度の切り替え 

トランシーバ接続端子 INPUT A また INPUT B に接続さ い トランシーバ 通信速度を

9600bps/4800bps に切り替えます お買い上 時 設定 9600bps す トランシーバ接続端子 INPUT A

通信速度を 4800bps に切り替え 方法を例 し 説明します  

 POWER スイッチを OFF にします  

通信速度を切り替え 接続端子 スイッチ INPUT A を押します

接続端子 INPUT B 通信速度を切り替え 場合 、スイッチ INPUT B を押します  

スイッチ INPUT A を押し ら ALC スイッチを押す 、通信速度 4800bps に切り替わります

操作 スイッチ INPUT B を押した場合 、スイッチ INPUT B を押し ら ALC スイッチを押し

ます

スイッチ INPUT A を押し ら HEAT スイッチを押します

通信速度 9600bps に戻ります

操作 スイッチ INPUT B を押した場合 、スイッチ INPUT B を押し ら HEAT スイッチを押

します
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6. 保 守

ここ 、日常的 保守につい 説明します

6.1 本体の清掃 

キャビネットやスイッチ 汚 たら、中性洗剤を含ませた布 軽く拭い 汚 を落 したあ 、乾い

た布 拭き取っ く さい

シンナーやベンジン 塗装をいためます 使用し い く さい
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6.2 エアフィルタの清掃 

TL-933 操作面 吸気 ネル内部に エアフ ルタ 内蔵さ おり、本体内部へ ミや埃 侵入を防い

います エアフ ルタ 、以下 手順により定期的に清掃し 下さい

エアフ ルタ 汚 たまま使用します 、クーリン フ ン 冷却効果 低下し 故障や動作不安定

をひき起こす原因 ります

TL-933 電源を OFF にし 、電源プラ をコンセントから抜い く さい

操作面 吸気 ネルを留め い 8 本 を外し く さい

吸気 ネル内側 エアフ ルタを取り外し 清掃し く さい

清掃 掃除機によ 吸引また 水洗いにより行います 水洗い 後 、完全に乾燥させ から本体に

装着し く さい

ヒートシンク等 内部に付着したホコリも掃除機 掃除し く さい そ 部品 へ さわ

らず内部を傷め いように注意し く さい

(電源プラグの金属部分には手を触
 れないようにご注意ください )
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6.3 内部回路の保守 

TL-933 内部回路 工場 完全に調整さ います 、調整 必要 ありませ  

また、回路 各部に 高い電圧 かかっ おり、手を触 こ 非常に危険 す

万一、正常 操作を行っ も動作に不具合 ら 場合に 、お買い上 販売店また ケンウッド・

サービスセンター 裏表紙参照 へ 相談く さい

ご注意

 故意による内部回路の調整や改造によって発生した不具合や故障については 責任を負いか ます。

ご注意ください。
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7. 故障かなと思ったら

修理を依頼さ 前に、まず 確認く さい

7.1 アラームと対処方法 

TL-933 、さま ま 外的要因によっ 発生す スト スから回路を保護す ため アラー 回路を備え

います

アラー 回路 作動す 、操作 ネル上中央表示器にアラー 番号 表示さ 、PA 電源 オフさ ます  

アラー 番号 そ 意味、考えら 原因 点検し いた きたい内容につい 、次ページ ア

ラー 番号一覧表 を 覧く さい

お、アラー 表示に 連続点灯 点滅 あります 、そ 次 よう 意味をもっ います

連続点灯

現在もアラー 状態 続し い こ を示します

点滅

過去にアラー 発生した 、現在 そ 消失したこ を示します 例え 、ビートシンク 温度 高

く り A3 アラー 発生した 、そ 後温度 下 った場合  

例外 し 、電原系アラー A1、A2 に 点滅 ありませ  

おアラー 表示 、いった TL-933 POWER スイッチを “OFF” し、再度 “ON” にす こ 解

除さ ます
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＜アラー 番号一覧表

表示 名  称 原因 動作 点検し いた きたい内容

A1 電源異常

PA スイッチ  “ON” 状態

、電源部から DC 出力電

圧ドロップ AC ライン電圧

ドロップ 主 原因

電源ライン電圧 AC100V/AC200V

正しい すか？

出力電力 過大に っ いませ か？

A2 電源異常

電源部 過電流、また 過電

圧

出力電力 過大に っ いませ か？

AC ライン過電圧  
AC ライン電圧 定格内に入っ います

か？

A3 ヒートシンク過熱 PA 部／電源部 異常 過熱  

出力電力 過大に っ いませ か？

エアフ ルタに埃 溜まっ いませ

か？

冷却風 正常に流 いますか？

A4 PA 出力アンバランス 
4 つ PA 回路から 出力バ

ランス 悪い

PA 部 ヒュー 切 いませ か？ 

アイドリン 電流値 正常 定格出力

1000W 時 約 8A、定格出力 500W 時 約

4A すか？

A5 オーバードライ ドライ 電力 過大
トランシーバ 出力電力 適正 100W

以下 すか？

A6 チューン入力電力過大
オートチューン操作時 入力

電力 過大  

トランシーバ 出力電力 適正 120W

未満 すか？

A7 オートチューン異常

オートチューン操作により、

アンテナ 整合 取 か

った

アンテナ、同軸ケー ル 正しく接続さ

いますか?

コネクタ内 接触不良やショートを起

こし いませ か？

運用周波数に適したアンテナ 接続さ

いますか？

アンテナ番号 選択を間違え いませ

か？

オートチューン動作中に周波数を変更

し いませ か？

A8 アンテナ異常
アンテナ VSWR 高い

VSWR>3 HF 帯
VSWR>2 50MHz

アンテナ、同軸ケー ル 正しく接続さ

いますか?

コネクタ内 接触不良やショートを起

こし いませ か？

運用周波数に適したアンテナ 接続さ

いますか？

アンテナ番号 選択を間違え いませ

か？

A9 PA 負荷異常 
PA 部から た負荷インピー

ンス 異常 VSWR≧3  

アンテナ 整合 正しく取 いま

すか？

アンテナ、同軸ケー ル 正しく接続さ

いますか?

コネクタ内 接触不良やショートを起

こし いませ か？

運用周波数に適したアンテナ 接続さ

いますか？

アンテナ番号 選択を間違え いませ

か？

異常発振や高周波 回り込 起き

いませ か？
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7.2 トラブルシューティング 

故障 お考えに 前に、以下 項目を確認し く さい

状 態 原 因 処 置 参考ページ

動作状態に ら い

アンテナスイッチ し

動作もし い

POWER ス イ ッ チ

“ON” に ら い

ト ラ ン シ ー バ か ら

+13.8VDC 電源 供給さ

い い

+13.8VDC 電源 供給を確認

す

4.2.1 

P.27  

背面 ネル POWER 

SUPPLY CONTスイッチ

 “EXTERNAL” 位置

に っ い

背 面 ネ ル POWER 

SUPPLY CONT スイッチを 

“ON” 位置にす  

トランシーバ 送信状

態に っ い

トランシーバをいった 受

信状態にし から POWER

スイッチを “ON” にす

PA スイッチ  “ON” に

ら い

アンテナ 整合 取

い い 中央表示器

周波数表示 消灯ま

た 点滅

オートチューン操作を実行

す

また 、整合 い ア

ンテナにつ 替え

4.3 

P.31  

設定周波数 アマチュ

アバンドを外 い

トランシーバ 設定周波数

をアマチュアバンド内 す

トランシーバ 送信状

態に っ い

トランシーバをいった 受

信状態にし から PA スイッ

チを “ON” にす

オートチューン操作 き

い

SET 操作 き い

トランシーバ 出力電

力 不足し い

トランシーバ 出力電力を

増加させ

4.3 

P.31  

2.8 

P.13  
コントロールケー ル

外 い 、また 接

続 間違え い

コントロールケー ルを確

実に接続す 正しく接続さ

い 状態 、トランシ

ーバを送信状態にした時に

TL-933 “XMT” インジケ

ーター 点灯します

同軸ケー ル 外

い 、また コネクタ

ショート・接触不良

同軸ケー ル コネクタ内

接触を確認し、正しく接続す

出力電力 異常に低い ALC ベル設定 不適

切

ALC ベルを再調整す  4.6 

P.40  

7.1 

P.61  

4.2.5 

P.29  

トランシーバ 出力電

力 低す

トランシーバ 出力電力を

増加させ

アラー 回路 作動し

い
POWER スイッチをいった  

“OFF” し、再度 “ON” に

す

 PA スイッチ  “OFF” 

に っ い
PA  スイッチを “ON” にす  

SET 操作を行っ も、中央表

示器に周波数 正しく表示

さ い

トランシーバ スプリット

運用モード 送受信周波数

異 設定 に っ い

トランシーバに スプリッ

ト運用モード を解除し、送

受信周波数 同 に よ

うにす

4.4 

P.36  

オートチューン操作 途中

停止す

トランシーバ 出力電

力 低す

トランシーバ 出力電力を

増加させ

4.3 

P.31  

受信→送信 時に内部

リ ー 切り替わら

い

トランシーバをいった 受

信状態にした後に再度キャ

リアを送信す
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状 態 原 因 処 置 参考ページ

停止状態 から 動作状態

にし も、中央表示器に何も

表示さ い

メモリ バックアップバッ

テリー 放電し い

再度 SET 操作 を実行す  4.7 

P.41  

AC100V 運用時、アラー

“A1” 出

AC 電源ライン電圧 ドロッ

プし い

AC ラインに使用す ケー

ルを十分 電流容量 も

交換す

出力電力を低減させ

AC200V 電源ラインを使用

す

2.4 

P.7  

連続送信 アラー  “A3” 

出

室温 高い

吸排気 悪い

冷却機構異常

フ ン 回転し い き

、周囲 風通しを改善す

、換気、エアコン等 室温

を下

フ ン 回っ い け 、

サービスへ

2.3 

P.6  

AC200V を供給し い

に 1kW 出力 得ら い 

ップスイッチ

500W 出力設定に っ

い

ップスイッチ 設定を

1kW に変更す  

5.5 

P.54  

 PA OFF から 1 分以内に

電源電圧を変え い

PA OFF 状態 、POWER 

オン まま し、1 分以上 

放置し から PA をオンす  

2.4 

P.8  
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7.3 アフターサービス 

前ページ 表 項目を 確認いた い も お原因 わから い場合、また処置を施し も お不具合

続す よう 場合に 、TL-933 電源プラ をコンセントから抜き、お買い上 販売店、また

当社サービスセンターへ 相談く さい （裏表紙参照）
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8. 定 格 

動作周波数 1.8～54MHz アマチュアバンド及び 4630kHz 

定格出力電力 1,000W ＡＣ２ 時 、 ＡＣ 時  

出力整合インピー 50Ω不平衡 VSWR≦3.0 16.7～150Ω  

ンス範囲 但し、50MHz 帯 、VSWR≦2.0 

不要輻射強度 －50dB 以下 Ｅ より、1.8～28MHz 帯  

 －60dB 以下 Ｅ より、50MHz 帯  

相互変調歪(IMD) －40dB 以下 Ｅ より、1.8MHz～24.9MHz 帯・1kW 時  

 －38dB 以下 Ｅ より、28MHz 帯・1kW 時  

 －33dB 以下 Ｅ より、50MHz 帯・1kW 時  

 

入力インピー ンス Ω不平衡 Ｒ＜  Ａ 時  

励振電力 ２ 未満 自動同調時 30W 以上  

周波数切換時間 秒以下 

電源電圧 ＡＣ ～２４ 、単相 ／６ Ｈｚ 

消費電力 ｋ Ａ以下 ｋ 出力時  

入力電源力率 ％以上 定格出力時  

使用温度範囲 － ～＋４ ℃ 

外形寸法 縦置 ２ 幅 ×４４４ 高さ ×４ 奥行 ｍｍ 突起物を含まず  

重量 約 ２ ｋｇ 
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9. 免許申請書の書き方 

ここ 、TL-933 によりアマチュア無線局 免許 申請をす 場合 工事設計書 送信機系統図につい

説明します  

 

9.1 工事設計書 

1) 500W 出力 免許を受け 場合 

定格出力 500W 

終
段
管 

名称個数 2SK410×16 

電圧 50V 

 

2) HF 帯 1000W 50MHz 帯 500Ｗ出力 免許を受け 場合 

定格出力 
1000W 1.9～28MHz 帯  

500W 50MHz 帯  

終
段
管 

名称個数 2SK410×16 

電圧 
80V 1.9～28MHz 帯  

50V 50MHz 帯  

 

3) 1000W 出力 免許を受け 場合 

定格出力 1000W 

終
段
管 

名称個数 2SK410×16 

電圧 80V 
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9.2 送信機系統図 

 

送信機系統図 上記 場合にも共通 す  

 

 

 

電力増幅 

2SK410×16 
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10. 付 図 

10.1 外観図 
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10.2 ブロックダイアグラム 
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10.3 配線図 
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11. さくい

A 

ALC ................................................ 9,17,23,24,30,41 

APC .................................................................... 2,45 

C 

CPU ........................................................................ 1 

D 

DRIVE ............................................................. 23,45 

D サ コネ ー................................................ 24 

E 

EXTERNAL ............................................ 24,25,27,63 

G 

GND 端子 ............................................................... 8 

I 

IMD ............................................................... 1,45,67 

INPUT A .................................. 24,27,41,44,50,51,52 

INPUT B .................................. 24,27,39,41,50,51,52 

M 

MATCH .................................................. 23,33,37,45 

MIC MUTE ........................................................... 17 

P 

PFC ......................................................................... 1 

Po ............................................................ 33,36,37,49 

POWER MOSFET ........................................... I,1,45 

POWER SUPPLY CONT .............. 21,24,25,26,27,63 

PTT ......................................................... 20,33,37,42 

R 

RAM ................................................................ 31,44 

RL ......................................................................... 17 

RXD ...................................................................... 17 

S 

SEND .................................................................... 17 

SEPP ....................................................................... 1 

SET 操作 .......................................................... 36,37 

T 

TUNE ...................................................... 23,31,32,33 

TXD ...................................................................... 17 

V 

VSWR ................................. 11,23,31,34,37,41,62,67 

X 

XMT ............................................................ 23,28,63 

ア

ー  ....................................... 8,12,17,18,20,24,25 

ン 電流 .......................................... 29,62 

ー  ............................... 9,23,29,49,61,62,63,64 

ン ッ  ................. 1,2,26,27,28,29,51,63 

ン ッ ー  ............................... 23,26 

ン ュー ー ........................... 1,2,11,26,27, 

 ....................................................... 28,29,30,31,34 

ン ュー ー ー  ........................... 23,26 

ン ー ー ................................ 28,33,37,45,63 

エ  ............................................ XII,58,62 

オー ューン .............................................. 47,62 

オー ューン操作 .............. 31,32,33,36,37,38,63 

オー ー  ......................................... 2,9,62 

カ

過熱 ー  ......................................................... 6 

キー信号 ............................................................... 28 

ー ン ン ........................................ 2,30,58 

空冷 ン ............................................................. 7 

コン ー ー  ..................... 13,25,36,54,63 
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サ

自動同調 .......................................................... 23,67 

周波数 ン  ................................... 23,28,31,37,42, 

 ....................................................... 45,47,48,49,53 

信号 ....................................................... 17 

ン 信号 ................................................... 19 

セ ン  ........................................................... 32 

接続 ー  .............................. 13,27,39,40,50,51,52 

セ ー  ....................................................... 2,4,5 

操作 ネ  ................. 2,3,4,5,23,24,26,28,29,32,34, 

 .............................. 36,37,41,42,45,47,49,51,52,61 

タ

大容量キ  .......................................... 31,44 

縦置き ................................................................. 2,4 

ー ー  .................................................. 41,49 

中央表示器 ........................ 23,27,28,29,32,33,36,37, 

 ........................................ 42,45,47,48,49,52,61,63 

停止状態 ................................................. 27,30,44,64 

ッ ッ  ........................................ 8,30,54 

ー  ..................................... 17,31,36,38,39,44,47 

電波障害 .......................................................... 34,45 

動作状態 ....................................... 27,28,29,44,63,64 

動作 ー  ...................................................... 26,51 

同軸 ー  .................................... 11,13,25,62,63 

ハ

背面 ネ  ........................................................... 24 

ッ ッ  .............................................. 31,44,64 

ー ン  ...................................... 2,23,30,58,62 

ン  .................................................................... 5 

充電 .......................................................... 31,44 

ー ン ................................................. 2 

ョン ..................................................... 2 

機能 .............................................. 31,36 

マ

回り込み ............................................................... 62 

目隠し板 .............................................................. 3,5 

 .................................. 1,23,31,32,34,36,47,64 

ン 区分 .......................................... 31,35 

ヤ

横置き ................................................................. 2,4 

ラ

ン ー  ...................................... 23,26 

ー  ............................................ 1,31 

警告
本機の PA の 2SK410 には 内部にベリリアが使わ ています。ベリリアは極少量でも非常

に有害です。

製品を廃棄する場合は 地方自治体の条例または規則に従って処置してください。
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 〒192-8525　東京都八王子市石川町2967-3

便利メモ
お買上げ店

   TEL ( )

保証とアフターサービス（よくお読みください。）

【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめ上、販売店
から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。

【保証期間】
保証期間は、お買い上げの日より 1 年間です。
【補修用性能部品の保有期限】
ケンウッドはこの TL-933 の補修用性能部品を、製造打ち切り後、8 年保有しています。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げ
の販売店またはケンウッドのサービスセンター、営業所へお問い合わせください。（お問い合わせ先は、添付の“ ケンウッド全国
サービス網” をご覧ください。）

●アフターサービスのお問い合わせは、お買い上げの販売店、または最寄りのケンウッド・サービスセンターにご相談ください。
(別紙〝ケンウッド全国サービス網〟をご参照ください。)

●商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。
電話（045）450  8950 FAX（045）450  2308

修理を依頼されるときは
6 1 ページの"故障かな？と思ったら"に従って調べていただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止し、ケンウッドのサービス
センターへお問い合わせください。
修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途お客様御自身でお控え下さいますようお願いいた
します。また、本機の故障、誤動作、不具合等によって通話などの利用の機会を逸したために発生した損害などの付随的損害につ
きましては、ケンウッドは一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

【保証期間中は】
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って、お買い上げの販売店またはケンウッドのサービスセンター、営業所
が修理させていただきます。修理に際しましては、保証書をご提示ください。

【保証期間が過ぎているときは】
修理をして使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。修理をご依頼のときは、製品名、製造番号、お買い上げ日、故障の状況（できるだけ
具体的に）、ご住所、お名前、電話番号をお知らせください。

【修理料金の仕組み】
（有料修理の場合は、次の料金をいただきます。）

技術料：
故障した製品を正常に修復するための料金です。技術
者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般管
理費等が含まれます。
部品代：
修理に使用した部品代です。その他修理に付帯する部
材等を含む場合もあります。
送料：
郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償修理
などを行うにあたって、お客様に負担していただく場
合があります。

電波を発射する前に
アマチュア局は、自局の発射する電波が、テレビやラジオの受信に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡を受けた場合は、た
だちに電波の発射を中止し障害の有無や程度を確認してください。
参考　無線局運用規則　第９条　アマチュア局の運用第258条
アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあるときは、すみ
やかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。以下省略
障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機、アンテナ系を点検し障害に応じて当社サービス窓口やお買いあげの販売店
などに相談するなどして、適切な処置を行なってください。
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題に止まらず、ご近所付き合いなどで、むずかしい場合もあります。
日本アマチュア無線機器工業会（J AIA）及び（社）日本アマチュア無線連盟（J ARL）では電波障害の対策と防止についての相談窓
口を開設しておりますので、対策にお困りの場合はご相談ください。
日本アマチュア無線機器工業会（J AIA） （社）日本アマチュア無線連盟（J ARL）
　〒170-0002　東京都豊島区巣鴨1-10-5　第2川端ビル 　〒170-8073　東京都豊島区巣鴨1-14-5
　TEL　03 - 3944 - 8611 　TEL　03 - 5395 - 3122
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